
任
期
満
了
に
伴
う
筑
北
村
長
選
挙
の

結
果
、
筑
北
村
の
第
２
代
村
長
と
し
て

飯
森
紀
元
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
任
期
満
了
に
よ
る
筑

北
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
定
数
12

に
対
し
立
候
補
届
出
者
が
同
数
で
し
た

の
で
、
投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
26
日
に
は
、
当
選
者
に
対
し
、

当
選
証
書
の
付
与
式
が
坂
北
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯
森
村
長
は
、
11
月
13
日
に
役
場
へ

初
登
庁
し
、
村
政
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

筑
北
村
の
５
年
目

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

議
長
に

関

川

芳

男  

氏

再
選

改
選
後
の
初
議
会
が
、
11
月
16
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
議
長
に
関
川
芳
男
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
合
わ
せ
て
議
会
常
任
委
員
会

の
構
成
も
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

村
長
、
並
び
に
新
議
員
の
任
期
は
、

11
月
13
日
よ
り
４
年
間
で
す
。

初
議
会
の
様
子
は
、
次
回
の
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
委
員
長

○
副
委
員
長
（
敬
称
略
）

一
番
身
近
な
行
政
で
あ
る
村
の
４
年

間
を
託
す
首
長
と
議
員
を
決
め
る
と
い

う
こ
と
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心

も
高
く
、
今
回
の
村
長
選
挙
で
は
、
投

票
率
が
83
・
４
３
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、

合
併
後
に
行
わ
れ
た
前
回
の
選
挙
よ
り

も
３
・
５
５
ポ
イ
ン
ト
低
か
っ
た
も
の

の
、
８
月
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総

選
挙
と
比
べ
る
と
２
・
８
９
ポ
イ
ン
ト

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
期
日
前
投
票
の
制
度
を
利

用
し
て
投
票
し
た
方
が
１
，
１
１
０
人

で
、
こ
れ
は
、
当
日
の
有
権
者
数
の

23
・
５
３
％
、
投
票
総
数
の
28
・
２
％

に
あ
た
り
ま
す
。

比
較
的
簡
単
な
手
続
き
で
投
票
で
き

る
こ
の
制
度
が
定
着
し
て
き
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

投
票
は
、
わ
れ
わ
れ
国
民
に
与
え
ら

れ
た
政
治
参
加
の
大
切
な
権
利
で
あ
り
、

手
段
で
す
。

今
後
と
も
選
挙
の
際
に
は
、
棄
権
す

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
事
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

村
長
選
挙
を
振
り
返
っ
て

職

名

氏

名

所
属
委
員
会

議

長

関
川 

芳
男

総

務

副
議
長

宮
澤 

信
雄

建
設
産
業

議

員

山
崎 

広
道

社
会
文
教

議

員

市
川 

厚
夫

建
設
産
業

議

員

宮
島 

義
次

社
会
文
教

議

員

久
保
田 

義
信
◎
総

務

議

員

田

口

茂

総

務

議

員

栁

澤

忠
◎
建
設
産
業

議

員

前
山 

栄
二
○
建
設
産
業

議

員

前
山 

健
治
○
総

務

議

員

山
﨑 

好
弘
◎
社
会
文
教

議

員

宮
下 

隆
文
○
社
会
文
教

当選証書付与式の様子

初登庁の様子

こ
の
た
び
筑
北
村
の
村
長
に
就
任
し

た
飯
森
紀
元
で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
の
現
状
と
、
村
民
の
皆
様
の
ご
期

待
を
考
え
ま
す
と
、
改
め
て
そ
の
責
務

の
重
大
さ
を
認
識
し
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

就
任
に
当
た
り
、
今
後
の
村
政
に
対

す
る
基
本
認
識
と
重
点
政
策
に
つ
い
て

以
下
そ
の
要
点
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
筑
北

村
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
、
地
域

「
明
日
を
拓
く 
元
気
な
村
」づ
く
り

を
目
指
し
て

筑
北
村
長

飯

森

紀

元

内
産
業
停
滞
、
財
政
難
と
い
う
四
重
苦

に
包
ま
れ
、
順
次
停
滞
化
が
深
ま
る
中

で
、
危
機
に
直
面
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
高
齢
化
の
進
行
と
、
若
者

の
転
出
を
含
む
人
口
減
は
、
医
療
費
、

介
護
経
費
の
更
な
る
増
大
と
そ
れ
を
支

え
る
財
政
基
盤
の
弱
体
化
を
招
き
、
介

護
・
医
療
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
切
り

下
げ
と
住
民
負
担
の
増
大
に
つ
な
が
る

「
負
の
連
鎖
」
に
陥
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す
方
向
は
、
こ
う
し

た
流
れ
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
衰
退
か

ら
発
展
へ
と
転
換
す
る
「
元
気
な
村
」

を
創
り
、
く
ら
し
の
安
定
・
向
上
を
図

る
中
で
、
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

実
感
出
来
る
村
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

ま
ず
、
く
ら
し
の
安
定
・
向
上
面
で

は
、
健
康
寿
命
を
引
き
上
げ
る
各
種
施

策
を
講
じ
る
中
で
生
涯
現
役
を
貫
け
る

多
様
な
就
労
機
会
を
創
出
す
る
と
共
に

国
道
４
０
３
号
の
早
期
整
備
な
ど
生
活

環
境
の
改
善
や
小
中
学
校
の
再
編
を
含

む
教
育
支
援
へ
の
取
り
組
み
を
重
視
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
・
福
祉
面
で
は
当
事
者

の
目
線
に
立
っ
た
温
か
く
キ
メ
細
か
い

施
策
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
元
気
な
活
力
あ
る
村
を
創
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
村
の
人
口

減
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
地
域
内
人
口
を

増
や
す
対
策
を
講
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
都
市
と
の
交
流
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
や
若
者
に
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
、
定
住
・
移
住
希
望
者
の

受
け
入
れ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
農
業
を
基
軸
と
し
た
地
域
産

業
の
振
興
に
取
り
組
み
、
的
確
な
営
農

支
援
に
よ
る
農
業
者
手
取
り
の
増
大

や
、
多
様
な
担
い
手
支
援
に
よ
る
遊
休

荒
廃
地
の
解
消
、
地
域
資
源
を
活
か
し

付
加
価
値
を
つ
け
る
産
業
の
創
出
を
進

め
ま
す
。

更
に
、
以
上
の
重
点
政
策
実
現
の
機

関
車
役
で
あ
る
行
政
（
役
場
）
の
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
面
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
行
政

の
効
率
化
や
時
代
的
対
応
力
を
強
化
す

る
た
め
麻
績
村
と
の
早
期
合
併
に
努
め

る
と
共
に
、
重
要
度
・
優
先
度
に
よ
る

歳
出
内
容
の
見
直
し
や
人
件
費
圧
縮
方

策
の
検
討
・
実
施
な
ど
に
よ
る
財
政
の

健
全
・
効
率
化
、
村
営
施
設
の
経
営
改

善
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
効
率
的
な
人
員
配
置
や
提
案

制
度
の
充
実
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

職
員
研
修
の
実
施
な
ど
に
よ
り
職
員
の

更
な
る
活
性
化
と
、
わ
か
り
や
す
い
情

報
開
示
に
努
め
、
住
民
に
密
着
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

以
上
を
骨
格
と
す
る
「
明
日
を
拓
く

元
気
な
村
」
づ
く
り
に
向
か
っ
て
全
力

を
傾
注
し
、
そ
の
任
に
当
た
っ
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
こ
の
命
題
の
達
成
は
、
村

民
を
は
じ
め
関
係
す
る
皆
様
の
幅
広
い

理
解
・
協
力
を
賜
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
前
向
き
な
ご
支
援
ご
鞭
撻
を

心
か
ら
お
願
い
し
、
村
長
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

5,566 人

（平成21年10月31日現在）

2,695 人

2,871 人

2,002 戸

編集 筑北村総務課
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平
成
20
年
度
の
普
通
会
計（
各
自
治

体
の
財
政
比
較
の
た
め
、
統
計
上
統
一

的
に
用
い
ら
れ
る
会
計
区
分
。
筑
北
村

に
お
い
て
は
、
一
般
会
計
と
バ
ス
会
計
を

純
計
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
）
の
歳
入

総
額
は
、
51
億
１
，
７
３
８
万
８
千
円
、

歳
出
総
額
は
、
49
億
７
，
５
７
７
万
１

千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
（
形
式
収

支
）
は
１
億
４
，
１
６
１
万
７
千
円
に
な

り
、
こ
こ
か
ら
21
年
度
へ
繰
越
し
た
事

業
へ
の
充
当
財
源
２
，
４
０
５
万
３
千

円
を
差
し
引
い
た
額
（
実
質
収
支
）
は
、

１
億
１
，
７
５
６
万
４
千
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。（
表
１
‐
１
参
照
）

ま
た
、公
営
事
業（
国
保
会
計
他
４
会

計
）と
公
営
企
業（
簡
水
会
計
他
６
会
計
）

の
歳
入
総
額
は
、
29
億
１
，２
２
２
万
４

千
円
、
歳
出
総
額
は
、
25
億
９
，１
１
７

万
８
千
円
で
、歳
入
歳
出
差
引
額
は
、３

億
２
，１
０
４
万
６
千
円
に
な
り
、こ
こ

か
ら
繰
越
し
た
事
業
へ
の
充
当
財
源
２

億
３
，１
１
０
万
５
千
円
を
差
し
引
い
た

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
と
し
て
寄
付

い
た
だ
い
た
金
額
の
一
部
を
21
年
度
の
事

業
に
充
当
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
基

金
で
す
。

②「
地
域
活
性
化
生
活
対
策
基
金
」

国
か
ら
の
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
の

一
部
を
21
年
度
事
業
へ
充
当
す
る
た
め

の
基
金
で
す
。

③「
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
特
例
基
金
」

介
護
保
険
会
計
に
お
い
て
介
護
報
酬

引
き
上
げ
に
伴
う
21
年
度
か
ら
23
年
度

の
介
護
保
険
料
増
加
額
軽
減
の
た
め
の

基
金
で
す
。財
源
は
、国
か
ら
の
交
付
金

で
す
。

以
上
３
基
金
を
創
設
し
、
20
年
度
に

お
い
て
積
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、土
地
開
発
基
金
は
、大
規
模
な

用
地
取
得
を
伴
う
事
業
の
計
画
が
な
い

た
め
平
成
20
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
し
、

一
旦
取
り
崩
し
を
行
い
改
め
て
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、年
度
末
に
お
け
る
基

金
の
総
額
は
13
億
６
，６
７
９
万
２
千
円

で
住
民
１
人
あ
た
り
２
４
万
７
千
円
に

な
り
ま
し
た
。
前
年
度
末
と
比
較
す
る

と
５
，２
４
０
万
７
千
円
、住
民
１
人
あ

た
り
１
万
５
千
円
増
加
し
ま
し
た
。（
表

３
参
照
） 村

議
会
９
月
定
例
会
で

平
成
20
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

平
成
20
年
度
決
算
の
状
況

表１ １ 普通会計の決算状況

会 計 名
歳入決算額
①

歳出決算額
②

差 引 額
③ ( ①－② )

繰越財源
④

実質収支額
③－④

一 般 会 計 50億9,426万2千円 49億5,298万6千円 1億4,127万6千円 2,405万3千円 1億1,722万3千円

バス事業特別会計 4,176万3千円 4,142万2千円 34万1千円 34万1千円

小 計 51億3,602万5千円 49億9,440万8千円 1億4,161万7千円 2,405万3千円 1億1,756万4千円

（ 会 計 間 繰 入 ） ▲1,863万7千円 ▲1,863万7千円

合計（純計後数値） 51億1,738万8千円 49億7,577万1千円 1億4,161万7千円 2,405万3千円 1億1,756万4千円

表１ ２ 公営事業及び公営企業会計の決算状況

特別会計名
歳入決算額
①

歳出決算額
②

差引額
③ ( ①－②）

繰越財源
④

実質収支額
③－④

公

営

事

業

国 民 健 康 保 険 7億4,813万2千円 6億8,922万4千円 5,890万8千円 5,890万8千円

国民健康保険診療所 6,141万7千円 6,061万9千円 79万8千円 79万8千円

老 人 保 健 8,188万5千円 8,188万5千円 0 0

後 期 高 齢 者 医 療 5,749万8千円 5,710万5千円 39万3千円 39万3千円

介 護 保 険 5億9,428万2千円 5億7,625万5千円 1,802万7千円 1,802万7千円

公

営

企

業

宅 地 造 成 事 業 2,333万7千円 2,331万8千円 1万9千円 1万9千円

と く ら 温 泉 施 設 1億4,379万6千円 1億4,192万9千円 186万7千円 186万7千円

差 切 峡 温 泉 施 設 7,779万7千円 7,388万7千円 391万円 391万円

冠 着 温 泉 施 設 2億1,688万6千円 1億2,852万7千円 8,835万9千円 8,652万円 183万9千円

簡 易 水 道 事 業 5億2,448万2千円 3億7,786万1千円 1億4,662万1千円 1億4,458万5千円 203万6千円

集 落 排 水 事 業 2億7,344万5千円 2億7,183万円 161万5千円 161万5千円

合 併 浄 化 槽 事 業 1億926万7千円 1億873万8千円 52万9千円 52万9千円

合 計 29億1,222万4千円 25億9,117万8千円 3億2,104万6千円 2億3,110万5千円 8,994万1千円

表２ 地方債（借入金）残高の状況

会 計 名

地方債残高 住民１人当たり 増 減

20 年度
①

19 年度
②

20 年度
③

19 年度
④

地方債残高
① ②

住民１人当たり
③ ④

一 般 55億5,576万8千円 61億128万4千円 100万4千円 107万7千円▲5億4,551万6千円 ▲7万3千円

バ ス 事 業 260万8千円 516万4千円 0円 1千円 ▲255万6千円 ▲ 0円

国民健康保険診療所 566万3千円 658万2千円 1千円 1千円 ▲91万9千円 ▲ 0円

宅 地 造 成 事 業 6,602万8千円 8,161万4千円 1万2千円 1万4千円 ▲1,558万6千円 ▲ 2千円

簡 易 水 道 事 業 16億1,804万2千円 17億1,790万9千円 29万2千円 30万3千円 ▲9,986万7千円 ▲1万1千円

集 落 排 水 事 業 15億3,495万8千円 16億1,879万3千円 27万7千円 28万6千円 ▲8,383万5千円 ▲ 8千円

合 併 浄 化 槽 事 業 4億735万1千円 3億7,426万4千円 7万4千円 6万6千円 3,308万7千円 8千円

合 計 91億9,041万8千円 99億561万円 166万1千円 174万8千円▲7億1,519万2千円 ▲8万7千円

※住民 1人当たりの金額は、それぞれの年度の年度末の住基人口（H20 5,534 人 H19 5,667 人）で算出しています。

表３ 基金（貯金）の状況

基 金 名

基金残高 住民１人当たり 増 減

20 年度
①

19 年度
②

20 年度
③

19 年度
④

基金残高
① ②

住民１人当たり
③ ④

財 政 調 整 9億8,117万3千円 9億2,850万5千円 17万7千円 16万4千円 5,266万8千円 1万3千円

減 債 1億4,897万4千円 8,663万1千円 2万7千円 1万5千円 6,234万3千円 1万2千円

地 域 福 祉 1億5,910万円 1億5,910万円 2万9千円 2万8千円 0円 1千円

ふるさと土と水保全 900万円 900万円 2千円 2千円 0円 0円

ふ る さ と づ く り 100万円 0円 0円 0円 100万円 0円

地域活性化・生活対策 1,300万円 0円 2千円 0円 1,300万円 2千円

国 保 財 政 安 定 化 4,749万1千円 5,329万2千円 9千円 9千円 ▲580万1千円 ▲ 1千円

簡 易 水 道 事 業 173万8千円 173万2千円 0円 0円 6千円 0円

簡 易 水 道 減 債 81万円 80万7千円 0円 0円 3千円 0円

介護従事者処遇改善特例 450万6千円 0円 1千円 0円 450万6千円 1千円

土 地 開 発 0円 7,531万8千円 0円 1万3千円 ▲7,531万8千円 ▲1万3千円

合 計 13億6,679万2千円 13億1,438万5千円 24万7千円 23万2千円 5,240万7千円 1万5千円

※住民 1人当たりの金額は、それぞれの年度の年度末の住基人口（H20 5,534 人 H19 5,667 人）で算出しています。

額
は
、８
，９
９
４
万
１
千
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。（
表
１
‐
２
参
照
）

各
会
計
に
お
け
る
地
方
債（
家
計
に

例
え
る
と
借
金
）の
年
度
末
残
高
の
合
計

は
、
91
億
９
，０
４
１
万
８
千
円
で
住
民

１
人
あ
た
り
１
６
６
万
１
千
円
に
な
り
、

前
年
度
末
と
比
較
す
る
と
、７
億
１
，５

１
９
万
２
千
円
、住
民
１
人
あ
た
り
８
万

７
千
円
減
少
し
ま
し
た
。（
表
２
参
照
）

基
金（
家
計
に
例
え
る
と
貯
金
）に
つ

い
て
は
、次
の
３
基
金
を
新
た
に
設
置
し

ま
し
た
。

①「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

地
方
債
残
高
は
、村
民
１
人

あ
た
り 

１
６
６
万
１
千
円

基
金
残
高
は
、
村
民
１
人

あ
た
り 

２
４
万
７
千
円

〜
新
た
に
３
基
金
を
設
置
〜
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普
通
会
計
の
決
算

  

歳
入
総
額 
51
億
１
，７
３
８
万
８
千
円

普
通
会
計
の
歳
入
の
う
ち
村
税
や
使

用
料
等
、
村
が
法
律
や
条
例
等
に
基
づ

き
収
入
し
た
も
の
は
６
億
８
，
７
６
８

万
３
千
円
の
13
・
４
％
に
過
ぎ
ず
、
基

金
繰
入
金
（
貯
金
の
取
崩
し
）
や
繰
越

金
を
加
え
て
も
自
主
財
源
は
11
億
７
，

７
６
８
万
９
千
円
で
全
体
の
23
・
０
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
交
付

税
を
は
じ
め
と
す
る
依
存
財
源
が
39
億

３
，
９
６
９
万
９
千
円
の
77
・
０
％
と

大
き
く
、
文
字
ど
お
り
国
等
に
依
存
し

て
い
る
歳
入
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

項
目
ご
と
の
前
年
度
の
比
較
と
主
な

増
減
要
因
は
「
表
４ 

歳
入
決
算
額
の

内
訳
」
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
が
乏
し
い
歳

入
構
造
の
場
合
、
国
等
の
施
策
の
転
換

に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
事
業
実
施
が
困
難
に
な
る
こ
と

も
あ
り
得
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を

避
け
る
た
め
に
も
、
税
・
料
金
等
の
自

主
財
源
の
増
加
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

  

歳
出
総
額 

49
億
７
，５
７
７
万
１
千
円

歳
出
を
そ
の
性
質
別
に
分
類
し
た
場

合
、
支
出
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

件
費
や
公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
は
20

億
６
，
７
７
９
万
円
で
全
体
の
41
・
６
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
公
債
費
の
占
め

る
割
合
は
20
・
１
％
と
依
然
高
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業

等
の
投
資
的
経
費
は
、
８
億
８
，５
２
７

万
４
千
円
で
17
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
市
町
村
の
平
均
値
13
・
4
％
（
速

報
値
）
と
比
較
す
る
と
高
い
割
合
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
速
情
報
網
整

備
事
業
等
の
重
点
事
業
を
実
施
し
た
た

め
で
す
。
そ
の
他
の
経
費
で
は
、
国
の
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
交
付
金
を
公
営

企
業
会
計
で
の
事
業
実
施
の
た
め
に
繰

出
し
た
こ
と
に
よ
り
繰
出
金
の
割
合
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

項
目
ご
と
の
前
年
度
の
比
較
と
主
な

増
減
要
因
は
「
表
５ 

歳
出
決
算
額
（
性

質
別
）の
内
訳
」
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
よ
う
に
義
務
的
経
費
が
大
き
い

歳
出
構
造
の
場
合
、
災
害
等
の
緊
急
に

支
出
を
要
す
る
事
業
に
対
応
で
き
る「
ゆ

と
り
」
が
少
な
い
こ
と
に
な
る
た
め
、
義

務
的
経
費
の
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

表 4 歳入決算額の内訳

項 目
平成 20 年度

決算額 ①

平成 19 年度

決算額 ②

増減額

①－②
主な増減理由

自
主
財
源

村税（地方税） 4億5,258万4千円 4億5,758万4千円 ▲500万円 法人住民税の減

分担金・負担金 2,685万1千円 2,608万6千円 76万5千円 高速情報通信網利用負担金等の増

使用料・手数料 1億733万3千円 9,844万円 889万3千円 高速情報通信網使用料等の増

繰入金 2億3,095万5千円 2億584万9千円 2,510万6千円 土地開発基金廃止による繰入金等の増

繰越金 2億5,905万1千円 3億6,658万9千円 ▲1億753万8千円 繰越事業充当財源繰越金等の減

財産収入・諸収入等 1億91万5千円 7,826万3千円 2,265万2千円 受託事業（造林）収入等の増

依
存
財
源

地方譲与税 7,332万6千円 7,619万1千円 ▲286万5千円 地方道路譲与税等の減

地方交付税 26億2,637万4千円 25億6,463万6千円 6,173万8千円 地方再生対策項目導入等による増

その他交付金等 8,001万3千円 8,704万6千円 ▲703万3千円 自動車重量税交付金等の減

国庫支出金 5億6,857万2千円 3億5,621万8千円 2億1,235万4千円 生活対策臨時交付金等の増

県支出金 2億2,881万7千円 2億4,829万3千円 ▲1,947万6千円 災害復旧事業補助金等の減

村債 3億6,259万7千円 5億1,191万4千円 ▲1億4,931万7千円 過疎債等の減

歳入合計 51億1,738万8千円 50億7,710万9千円 4,027万9千円

表５ 歳出決算額（性質別）の内訳

項 目
平成 20 年度

決算額 ①

平成 19 年度

決算額 ②

増減額

①－②
主 な 増 減 理 由

義務的経費

人件費 8億4,620万6千円 8億6,787万円 ▲2,166万4千円 退職者等による減

扶助費 2億2,183万4千円 2億849万9千円 1,333万5千円 障害者自立支援給付費等の増

公債費 9億9,975万円 9億5,662万4千円 4,312万6千円 繰上償還の増

投資的経費

普通建設費 8億7,584万2千円 9億945万3千円 ▲3,361万1千円 高速情報通信網整備事業費等の減

災害復旧費 943万2千円 3,311万4千円 ▲2,368万2千円 林道災害復旧事業費等の減

その他の経費

物件費 4億9,939万6千円 5億4,329万4千円 ▲4,389万8千円 後期高齢者医療制度システム導入費用の減

維持補修費 3,257万9千円 3,732万9千円 ▲475万円 除雪経費等の減

補助費 3億6,003万8千円 3億5,895万1千円 108万7千円 拠点病院建設補助金等の増

積立金 2億8,226万7千円 2億5,308万8千円 2,917万9千円 減債基金積立金の増

投資･出資･貸付金 60万円 5万円 55万円 地方公営企業金融公庫出資金の増

繰出金 8億4,782万7千円 6億4,978万6千円 1億9,804万1千円 簡水・冠着荘への交付金事業分繰出金の増

合 計 49億7,577万1千円 48億1,805万8千円 1億5,771万3千円

歳 入
51億1,738万
8千円

村税（8.8％）
4億5,258万4千円 分担金・負担金（0.5％）

2,685万1千円
使用料・手数料（2.1％）
1億733万3千円
繰入金（4.5％）
2億3,095万5千円

繰越金（5.1％）
2億5,905万1千円

地方譲与税（1.4％）
7,332万6千円

交付税（51.3％）
26億2,637万4千円

依存財源
（77.0％）
39億3,969万9千円

自主財源
（23.0％）
11億7,768万9千円

交付金等（1.6％）
8,001万3千円

国庫支出金（11.1％）
5億6,857万2千円

県支出金（4.5％）
2億2,881万7千円

村債（7.1％）
3億6,259万7千円

財産収入・諸収入等（2.0％）
1億91万5千円

歳 出
49億7,577万
1千円

扶助費（4.5％）
2億2,183万4千円

公債費（20.1％）
9億9,975万円

普通建設費（17.6％）
8億7,584万2千円

災害復旧費（0.2％）
943万2千円

物件費（10.0％）
4億9,939万6千円

維持補修費（0.7％）
3,257万9千円

補助費（7.2％）
3億6,003万8千円

積立金（5.7％）
2億8,226万7千円

繰出金（17.0％）
8億4,782万7千円

投資的経費
（17.8％）

8億8,527万4千円

その他の経費
（40.6％）

20億2,270万7千円

義務的経費
（41.6％）
20億6,779万円

投資・出資・貸付金（0.0％）
60万円

人件費（17.0％）
8億4,620万6千円

グラフ1  歳入決算額の内訳グラフ2  歳出決算額（性質別）の内訳
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財
政
健
全
化
比
率
等
の
状
況

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
財
政
状
況
を

判
断
す
る
比
率
と
し
て
、
①
実
質
赤
字

比
率
②
連
結
赤
字
比
率
③
実
質
公
債
費

比
率
④
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
公
営
企
業
に
お
い

て
も
⑤
資
金
不
足
比
率
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
比
率
が
一
定

基
準
を
超
え
た
場
合
に
は
「
財
政
健
全

化
計
画
」
ま
た
は
「
経
営
健
全
化
計
画
」

の
策
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

筑
北
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
に
つ
い

て
は
「
表
７ 

健
全
化
比
率
の
状
況
」
及

び
「
表
８ 

資
金
不
足
比
率
の
状
況
」
の

と
お
り
で
す
。

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
赤
字
比
率
、

公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

は
、
赤
字
や
資
金
不
足
が
発
生
し
な
か

っ
た
た
め
、
昨
年
に
引
続
き
数
値
無
し

に
な
り
ま
し
た
。
実
質
公
債
費
比
率
及

び
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、
繰
上

償
還
を
実
施
し
た
こ
と
や
、
数
値
を
算

出
す
る
際
に
分
母
と
な
る
標
準
財
政
規

模
の
大
部
分
を
占
め
る
普
通
交
付
税
の

額
が
、
国
の
施
策
に
よ
り
増
加
し
た
た

め
昨
年
よ
り
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
実
質
公
債
費
比
率
は
、
県
内
の
市
町

村
の
中
で
、６
番
目
に
高
い
数
値
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
起
債
発

行
額
の
抑
制
等
さ
ら
な
る
財
政
健
全
化

に
向
け
た
努
力
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

平
成
20
年
度  

主
な
事
業

平
成
20
年
度
に
お
い
て
も
、
行
政
改

革
を
推
し
進
め
な
が
ら
、
住
民
福
祉

の
向
上
、
産
業
振
興
等
を
推
進
す
る

た
め
総
合
計
画
を
基
本
に
各
種
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
で
は
、

高
速
情
報
通
信
網
整
備
事
業
と
し
て
、

４
億
１
，９
８
７
万
８
千
円
を
投
資
し
、

平
成
21
年
１
月
よ
り
運
用
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
村
営
バ
ス
の
小
型
化
と
新
規

路
線
の
整
備
に
１
，
６
７
８
万
円
、
子

育
て
支
援
金
と
し
て
８
９
４
万
円
、
農

山
村
活
性
事
業
（
水
路
・
農
道
改
修

等
）
に
４
，
１
６
７
万
７
千
円
、
村
道

改
良
に
１
億
５
，
０
６
３
万
８
千
円
、

聖
南
中
学
校
の
耐
震
工
事
等
に
１
，

２
０
５
万
４
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
投
資
し

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
外
の

主
な
事
業
は

「
表
６
‐
１ 

歳

出
決
算
額
（
目

的
別
）の
内
訳
」

の
と
お
り
で

す
。

表７ 財政健全化比率の状況 単位：％

項 目 20 年度決算 19 年度決算 増減率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ̶ ̶ ̶ (15.00) (20.00)

連結実質赤字比率 ̶ ̶ ̶ (20.00) (30.00)

実 質 公 債 費 比 率 21.6 23.3 ▲ 1.7 (25.00) (35.00)

将 来 負 担 比 率 83.8 130.4 ▲ 46.6 (350.00) -

※実質赤字比率及び連結赤字比率については、赤字が生じなかったため「 」で表記しています。

〔用語の説明〕

実質赤字比率 普通会計における実質赤字の標準財政規模に対する割合（年収に占める年間の赤字の割合）

連 結 実 質
赤 字 比 率

全会計における実質赤字の標準財政規模に対する割合（実質赤字比率を特別会計を含めた全会計
に適用し、赤字の合計額が年収に占める割合）

実質公債費比率
普通会計が負担する公債費と上下水道等の公営企業や一部事務組合の元利償還金に充てられた繰
出金及び負担金等の合計額の標準財政規模に対する割合の３年間の平均（年収に占める年間の借
金返済額の割合）

将来負担比率
地方債残高、公営企業や一部事務組合などの元利償還金に充てる繰出金及び負担金の将来見込額
等将来負担すべき額の標準財政規模に対する割合（将来見込まれる負債が年収の何年分に相当す
るかを示した割合）

資金不足比率 公営企業における資金不足額（普通会計の実質赤字に相当する額）の営業収益などに対する割合

早期健全化基準
経営健全化基準

上記の指標のうち一つでもこの基準を超えた場合には、財政健全化計画 ( 経営健全化計画）を策
定し、自主的な改善努力による財政健全化を図る。外部監査（第三者による監査）の要求が義務
付けられる。

財政再生基準
財政再生計画を策定し、国の関与による確実な財政再生を図る。財政運営が計画に適合しない場
合等においては、予算の変更等を勧告される。起債発行が制限される。

標準財政規模
地方公共団体において、標準的に収入される一般財源の規模を示すもので、概ね地方税、地方譲
与税、普通交付税及び臨時財政対策債の合計額

表８ 資金不足比率の状況

特 別 会 計 20 年度決算 経営健全化基準

筑 北 村 宅 地 造 成 事 業 ̶ (20.00)

筑 北 村 と く ら 温 泉 施 設 ̶ (20.00)

筑 北 村 差 切 峡 温 泉 施 設 ̶ (20.00)

筑 北 村 冠 着 温 泉 施 設 ̶ (20.00)

筑 北 村 簡 易 水 道 事 業 ̶ (20.00)

筑 北 村 集 落 排 水 事 業 ̶ (20.00)

筑 北 村 合 併 浄 化 槽 事 業 ̶ (20.00)

※資金不足比率については、資金不足が生じなかったため「 」で表記しています。

表６ ２ 村民１世帯（１人）あたりに換算すると 【平成21年3月末現在 1,944世帯 5,534人で計算】

項 目 金額（千円未満四捨五入） 項 目 金額（千円未満四捨五入）

議 会 費 2万9千円（1万円） 土 木 費 12万7千円（4万5千円）

総 務 費 65万9千円（23万1千円） 消 防 費 6万6千円（2万3千円）

民 生 費 39万2千円（13万8千円） 教 育 費 17万4千円（6万1千円）

衛 生 費 34万円（13万8千円） 災 害 復 旧 費 5千円（2千円）

農林水産業費 16万4千円（5万8千円） 公 債 費 51万4千円（18万1千円）

商 工 費 8万9千円（3万1千円）

（ ）内の金額は、１人あたりの換算額

※端数処理の都合上、逆算した場合、表６ １の数字と差異が生じます。

表６ １ 歳出決算額（目的別）の内訳

項 目
平成20年度

決  算  額
主 な 事 業 の 内 容

議 会 費 5,639万2千円 議会の運営に要する経費 5,639万2千円

総 務 費 12億8,063万1千円
高速情報通信網整備事業 4億1,987万8千円・固定資産評価統合業務 817万5千円・

３駅管理費 1,028万2千円

民 生 費 7億6,190万9千円
福祉医療給付費 3,145万3千円・保育所運営費 1億4,600万5千円・

福祉灯油購入補助 183万3千円

衛 生 費 6億6,067万3千円
がん検診 737万9千円・拠点病院建設補助 2,567万6千円・

ごみ収集運搬委託料 1,266万6千円・生ごみ処理機等購入補助 246万1千円

農林水産業費 3億1,969万6千円 そば、大豆等作付補助 138万7千円・林道四阿屋線改良 2,503万4千円

商 工 費 1億7,300万1千円
商工会等補助金 480万1千円・ポスター等作成 179万9千円・

温泉施設活性化事業（体験プログラムＰＲ等）102万円

土 木 費 2億4,669万4千円
除雪関係事業 930万9千円・村単道路改良(59箇所）2,059万7千円・

村営住宅水洗化事業 374万6千円

消 防 費 1億2,897万6千円 広域消防負担金 8,796万3千円・消防団員報酬 610万5千円・防犯灯電気料 173万7千円

教 育 費 3億3,861万7千円
小中学校維持管理経費 1億7,090万2千円・文化財保護費 315万6千円・

体育施設（グラウンド・体育館）管理費 1,650万7千円

災 害 復 旧 費 943万2千円 林道災害復旧事業 842万9千円

公 債 費 9億9,975万円 定期償還元金 8億8,178万8千円・繰上償還元金 2,888万1千円・償還利子 8,908万1千円

合 計 49億7,577万1千円
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公
債
費
負
担
適
正
化
計
画

平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
筑
北
村

の
実
質
公
債
費
比
率
は
21
・
６
％
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
数
値
が
18
・
０
％
を

超
え
る
場
合
に
は
、
起
債
を
発
行
す
る

際
、
県
の
許
可
が
必
要
で
、
な
お
か
つ

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
に
は
普
通
会
計
の
繰
上

償
還
を
２
，８
８
８
万
１
千
円
、簡
易
水

道
会
計
の
金
利
６
％
以
上
の
も
の
を
０
・

７
７
〜
１・０
５
％
の
利
率
で
借
換
え
を

行
い
将
来
の
償
還
額
の
減
少
を
図
り
ま

し
た
。現
在
計
画
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
等
の
実
施
に
必
要
な
起
債

発
行
予
定
額
を
加
味
し
策
定
し
た
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
で
は
、18
・
０
％
を

下
回
る
の
は
平
成
23
年
度
に
な
る
見
込

で
す
。
昨
年
度
の
計
画
よ
り
１
年
早
ま

り
ま
し
た
が
、
事
業
の
追
加
や
村
税
や

普
通
交
付
税
の
減
少
に
よ
っ
て
は
、後
年

度
に
ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
村
の
財
政
規
模
、
財
政
力

に
見
合
っ
た
事
業
の
実
施
に
よ
り
起
債

発
行
額
の
抑
制
、
繰
上
償
還
の
実
施
及

び
繰
出
金
の
抑
制
等
に
よ
り
早
期
に
基

準
を
下
回
る
よ
う
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
指
標

財
政
力
指
数

０
・
２
０
２

地
方
交
付
税
法
の
規
定
に
よ
り
算
定

し
た
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政
需

要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
の
過
去
３
年

間
の
平
均
。「
１
」
に
近
い
ほ
ど
財
政
に

余
裕
が
あ
り
「
１
」
を
超
え
る
と
普
通

交
付
税
の
不
交
付
団
体
に
な
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

86
・
５

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
必
ず
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
に
充
て
ら
れ

た
一
般
財
源
の
額
の
、
村
税
や
普
通
交

付
税
な
ど
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
一
般

財
源
（
使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
財

源
）
に
占
め
る
割
合
。

こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
の
弾
力

性
を
失
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

表 9  公債費負担適正化計画における
実質公債費比率の見込
年度 実質公債費比率見込

平成 18 年度 23.2
平成 19 年度 23.2
平成 20 年度 23.3
平成 21 年度 21.6
平成 22 年度 19.3
平成 23 年度 17.1
平成 24 年度 15.1

※ 実質公債費比率については、前年度決算で算定
した数値が、当年度の起債発行の基準となる数
値になります。（表7の20年度決算の数値が21
年度の実質公債費比率になります。）

公
営
企
業
繰
入
金
の
状
況

公
営
企
業
会
計
の
繰
入
金
の
う
ち
、交

付
金
事
業
等
の
特
殊
な
事
情
に
よ
り
繰
入

れ
た
も
の
を
控
除
し
た
状
況
は「
表
10 

公

営
企
業
会
計 

繰
入
金
の
状
況
」の
と
お
り

で
す
。宅
地
造
成
事
業
に
ついて
は
、前
年

度
、基
金
と
の
精
算
を
し
た
た
め
繰
入
金

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、本
年
度
は
、起

債
償
還
分
の
繰
入
金
が
発
生
し
ま
し
た
。

と
く
ら
及
び
差
切
峡
温
泉
会
計
に
つい
て

は
、不
況
等
の
影
響
で
売
上
が
減
少
し
た

こ
と
と
、経
年
劣
化
に
よ
る
施
設
改
修
に

費
用
を
要
し
た
こ
と
で
、大
き
く
繰
入
金

が
増
加
し
ま
し
た
。冠
着
温
泉
施
設
会
計

に
ついて
は
、11
月
を
もって
ク
アハウ
ス
を
休

止
し
、繰
入
金
の
減
少
が
期
待
さ
れ
ま
し

た
が
、冠
着
荘
の
売
上
が
減
少
し
た
こ
と
で
、

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
に
な
り
ま
し
た
。簡

易
水
道
事
業
、集
落
排
水
事
業
、浄
化
槽

事
業
会
計
の
繰
入
金
増
減
は
、起
債
償
還

額
の
増
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

公
営
企
業
は
、
本
来
独
立
採
算
に
よ

り
運
営
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
が
多
額
に
上
っ
て
い
る
こ

と
が
一
般
会
計
の
財
政
状
況
を
圧
迫
す

る
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、各
公
営

企
業
に
お
い
て
料
金
収
入
の
増
加
を
図

り
、繰
入
金
の
抑
制
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

表 10 公営企業会計 繰入金の状況
特 別 会 計 名 平成 20 年度  繰入金 平成 19 年度  繰入金 増 減

宅 地 造 成 事 業 1,045万2千円 0円 1,045万2千円
と く ら 温 泉 施 設 1,568万9千円 140万4千円 1,428万5千円
差 切 峡 温 泉 施 設 2,284万2千円 1,316万1千円 968万1千円
冠 着 温 泉 施 設 3,783万9千円 3,789万6千円 ▲5万7千円
簡 易 水 道 事 業 1億251万5千円 1億101万1千円 150万4千円
集 落 排 水 事 業 1億5,651万8千円 1億5,980万4千円 ▲328万6千円

合 併 浄 化 槽 事 業 2,526万7千円 2,273万2千円 253万5千円
※比較のため、特殊な事情により繰入れした繰入金を控除してあります。

〔控除した繰入金〕
平成 19 年度簡水会計の繰上償還のための繰入金
平成 20 年度簡水会計の交付金事業（向原配水池工事）のための繰入金
平成 20 年度冠着会計の交付金事業（浴室改修工事）のための繰入金

5,053万円
1億4,458万5千円

8,652万円

●

日
時

11
月
29
日
㈰

午
前
10
時
〜

●

場
所

坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

内
容

朗
読
劇
「
南
澤
家
の
夕
食
時
」

講
演
「
気
づ
き
合
い
、
支
え
合
い
」

講
師
は
、
昨
年
わ
か
り
や
す
い
お
話

で
大
変
好
評
だ
っ
た
宮
下
英
子
先
生
で

す
。今
年
は
人
権
の
一
領
域
で
あ
る〝
男

女
共
同
参
画
〞
を
盛
り
込
み
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
宮
下
先
生
の
脚
本
を
元
に
し

た
朗
読
劇
を
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定

委
員
が
演
じ
ま
す
。
ど
ん
な
家
族
が
登

場
す
る
で
し
ょ
う
？
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

に
。
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

民
生
児
童
委
員
が

変
わ
り
ま
し
た

佐
藤
美
恵
子
さ
ん

９
月
１
日
〜

担
当

本
城
地
区
田
屋
・
八
木

（
前
山
栄
二
さ
ん
の
後
任
で
す
）

の
景
観
も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
錦

鯉
の
養
殖
、
牛
の
角
突
き
な
ど
地
域
の

産
業
・
伝
統
文
化
の
復
興
に
も
力
が
注

が
れ
、
各
地
か
ら
の
視
察
も
相
次
い
で

い
る
と
の
こ
と
で
、
女
性
グ
ル
ー
プ
の

直
売
所
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

お
話
を
と
お
し
て
、
被
災
直
後
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
あ
っ
て
も
身
動
き
が
取
れ
な

い
状
況
で
は
、
自
主
防
災
が
い
か
に
大

事
か
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
筑
北

村
も
地
域
を
ま
と
め
る
組
織
体
制
づ
く

り
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
ま
た
、
山

古
志
地
区
に
元
気
を
与
え
て
い
る
地
域

の
伝
統
文
化
を
大
事
に
育
て
る
心
も
見

習
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

民
生
児
童
委
員視

察
研
修
よ
り

10
月
７
日
に
民
生
委
員
24
名
は
、〝
災

害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
〞
推
進
の

一
環
と
し
て
、
中
越
地
震
の
被
災
地
旧
山

古
志
村
を
視
察
し
、
長
岡
市
社
協
の
草

間
支
所
長
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

５
年
前
、
震
度
６
強
の
直
下
型
地

震
に
見
舞
わ
れ
た
村
は
、
住
宅
を
は
じ

め
あ
ら
ゆ
る
公
共
施
設
が
破
壊
、
至
る

所
で
地
す
べ
り
が
発
生
し
、
多
く
の
道

路
が
寸
断
さ
れ
孤
立
し
ま
し
た
。
死
者

３
名
、
負
傷
者
は
25
人
に
上
り
ま
し
た
。

住
宅
の
全
壊
は
4
割
を
超
え
、
全
員
が

被
災
し
た
中
で
、
要
援
護
者
台
帳
等
も

な
い
状
態
で
し
た
が
、
区
長
、
隣
組
の

つ
な
が
り
が
機
能
し
、
自
分
た
ち
で
助

け
合
い
な
が
ら
避
難
し
た
そ
う
で
す
。

当
時
の
村
長
は
壊
滅
状
態
の
村
の

姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
全
村
避
難
を
説

得
し
、
村
の
再
興
を
誓
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
の
山
古
志
地
区
は
、
人
口
が
3

割
程
減
少
し
、
１
４
０
０
人
余
と
な
り
、

高
齢
化
率
も
44
％
と
高
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
最
新
技
術
に
よ
る
砂
防
工

事
や
、
住
宅
の
復
旧
が
行
わ
れ
て
、「
ム

ー
ミ
ン
谷
」
と
称
さ
れ
る
美
し
い
棚
田

 
人
権
擁
護
委
員
を

ご
存
知
で
す
か
？

人
権
擁
護
委
員
は
、
自
由
人
権
思
想

に
関
す
る
啓
発
宣
伝
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、

民
間
に
お
け
る
人
権
擁
護
運
動
の
助
長

に
努
め
る
こ
と
、
人
権
侵
犯
事
件
が
あ
っ

た
場
合
に
そ
の
救
済
の
た
め
に
調
査
及

び
情
報
の
収
集
を
な
し
、
法
務
省
人
権
擁

護
局
（
長
野
県
の
場
合
は
長
野
地
方
法

務
局
）
へ
の
報
告
、
あ
る
い
は
関
係
機
関

に
対
し
て
告
発
、
勧
告
を
行
う
な
ど
適
切

な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
が
職
務
で
す
。

さ
ら
に
貧
困
者
が
権
利
を
行
使
す

る
た
め
訴
訟
を
す
る
場
合
が
あ
る
場
合

に
は
、
民
事
上
の
損
害
賠
償
、
刑
事
補

償
の
請
求
等
に
適
切
な
援
助
救
済
方
法

を
講
ず
る
こ
と
、
そ
の
他
広
く
人
権
の

擁
護
に
努
め
る
こ
と
を
も
っ
て
職
務
と

し
て
い
ま
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員

東
條

弘
之
さ
ん
（
本
城
地
域
）

宮
崎

茂
子
さ
ん
（
本
城
地
域
）

曽
根
原
マ
サ
さ
ん
（
坂
北
地
域
）

山
口

勝
人
さ
ん
（
坂
井
地
域
）

相
談
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
村
住
民

福
祉
課
福
祉
係 

電
話
６
６-

２
１
１
１

芋川が塞き止められ水没した木籠集落

 「
男
女
共
同
参
画
」
っ
て

何
だ
ろ
う
？ 

Ⅲ

「
人
権
尊
重
の
村
づ
く
り
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
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除 雪 に つ い て除 雪 に つ い て

除雪に関することについては、建設産業課建

設係（６７ ２００２）または、各総合支所村民

課（総務課村民係）までお問い合わせください。

国道、県道の除雪につきましては、下記連絡

先にお問い合わせください。

＊平 日 (８：３０～１７：１５)

松本建設事務所  維持係 電話４０ １９６５

＊夜間・土日・祝祭日

松本合同庁舎警備員 電話４７ ７８１８

近年、動物を飼養する家庭が増え、それに伴う様々なトラブルも発生しています。動物の無駄吠え、
犬・猫の糞尿に関する苦情も数多くよせられています。
こうした背景のなか、飼い主による適正な飼養により、動物の健康と安全を保ち、人への危害を防ぐ
ため、長野県によりこの条例が制定されました。

｢動物の愛護及び管理に関する条例」の概要
★ 対象動物は、哺乳類、鳥類、爬虫類に属するものです。
★ 飼い主とは、所有者、動物を事実上支配している者のことです。
★ 飼い主の責任として、動物の健康と安全を保持し、動物による人の生命等への侵害を防止し、動
物が人に迷惑を及ぼすことのないようにしなければなりません。

★ 飼い主の遵守しなければならないこと。
● 動物には、適正にえさ及び水を与えること。
● 動物の疾病等の健康管理を行い、異常を認めたときは必要な措置をすること。
● 動物の飼養施設及びその周囲を清潔にして、悪臭や昆虫等の発生を防止すること。
● 動物が公共の場所や他人の土地等を損傷したり、汚さないようにすること。
● 動物の異常な鳴き声や羽毛の飛散等により、人に迷惑をかけないこと。
● 動物の無用な繁殖防止のため、不妊手術等の措置をすること。
● 犬の飼い主は、飼い犬を常に係留しておくこと。
● 犬の飼い主は、適正な方法で飼い犬のしつけをし、特に飼い主の制止に従うよう訓練すること。
● 猫の飼い主は、猫を屋内で飼育するよう努めること。
◉ 犬、猫の飼い主は、飼養する犬、猫の数が10（合算した場合も含む）に達した時は、知事に届け出
なければなりません。（届出をしなかった者は、5万円以下の過料）

猫の飼い主さんへ
飼い猫が、近隣の方の敷地に糞尿
をするなどの迷惑をかけていませ
んか？迷惑しているのに、飼い主
さんに注意できずに困っている方
もいます。トイレのしつけをし、
屋内で飼うように努めましょう。
所有者を明らかにする為に、必ず
首輪をつけましょう。

10月1日 長野県条例
「動物の愛護及び管理に関する条例」が制定されました。

※（平成21年10月1日施行）

この条例についてのお問い合わせ先
長野県衛生部 食品・生活衛生課 電話：026-235-7154   FAX：026-232-7288  

犬の飼い主さんへ
犬を嫌いな人もいます。散歩中は
必ずリードをつけ、糞は必ず持ち
帰って処分しましょう。飼い主さ
んには気にならない鳴き声も人に
迷惑をかけている場合がありま
す。無駄吠えはさせないようにし
ましょう。
首輪には、鑑札、注射済票をつけ
ましょう。

条例制定の目的
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除 雪 の 目 的

除雪は、降雪時や路面凍結時に通行車両がス

タッドレスタイヤやチェーンなどの安全装置を

し、路面状況に応じた運転を行っている場合の

交通の安全確保、特に通勤通学の交通を確保す

るために行います。

除 雪 基 準

村 道………各支所前 10cm以上

国・県道……… 10cm 以上（路線により異なる

場合があります。）

昨年と同じ路線を除雪します。

住民の方への塩カル配布について

雪道での安全な道路交通を確保するため、凍結

した道や日陰部分など危ない箇所または、公共施

設への散布用としていただくために、各総合支所

村民課 (総務課村民係 )窓口にて配布します。

除雪に関するお願い

自動車の路上駐車は、除雪作業の妨げになり

ますので、ご遠慮ください。

除雪に際しまして、道路と接する箇所（住宅

の出入り口・除雪路線に接する道路等）にはど

うしても除雪した雪が残ってしまいます。

また、除雪作業の時間によっては、皆さんが

除雪し終わった後に除雪車が除雪を行ない、出

入り口に再度雪を残していくようなことがある

と思います。その際は、お手数でも残った雪の

除雪を行っていただきますようご理解・ご協力

のほどよろしくお願いいたします。

除雪は、限られた除雪機により主要道路から

行うため、地区によっては

除雪が遅くなる場合が

ありますがご理解

ください。

冬期通行規制（全面通行止め）予定

村道通行止め区間

①村道杉崎風越線

大野田生金以北

②村道冠着線

県道大町麻績インター千曲線～

県道聖高原千曲線の間

平成 21年 12 月 1日（火）正午～

平成22年4月8日（木）まで

解除予定……平成22年4月9日(金)11：00

県道通行止め区間

① 般県道真田新田線

筑北村真田～上田市新田（上田市境）

平成 21年 12 月 3日 ( 木 ) ～

平成 22 年 4月 15 日（木）まで

解除予定……平成22年4月16日（金）15：00

② 般県道聖高原千曲線

麻績村聖高原（一本松峠）～

筑北村上永井（千曲市境）

平成 21年 12 月 1日 ( 火 ) ～

平成22年4月8日（木）まで

解除予定……平成22年4月9日（金）11：00

※村道、県道とも道路状況により、期日が変

更になる場合があります。



老朽化した消火器にご注意！！
老朽化した消火器の破裂等の事故が相次いでいます。
消火器の取扱いについては、以下の点にご注意下さい。

◎屋外や湿潤な場所へ設置しない。
◎消火器の状態を点検し、腐食が進んでいるものは絶対に使わない。
◎不要になった消火器は自分で解体などの処理をしない。
◎特に腐食が進んだ加圧式の消火器は、速やかに廃棄処理を依頼する。

老朽消火器の取扱いや廃棄処理等については、お手持ちの消火器製造
メーカーをご確認のうえ、当該メーカーへ直接お問い合わせ下さい。

●マルヤマエクセル㈱（丸山製作所含む） 電話 ０３－５６００－９８２１
●ヤマトプロテック㈱ お客様相談室  電話 ０１２０－８０１－０８４
●㈱モリタ防災テック（㈱モリタ、㈱モリタユージー含む）
        ご相談受付 電話 ０１２０－９３６－４７９
●㈱初田製作所 お客様相談室  電話 ０１２０－８２２－０４１
●宮田工業㈱ お客様相談室  電話 ０４６７－８５－１２１０
●三津浜工業㈱  電話 ０３－３７３３－７４１１
●日進工業㈱  電話 ０３－３８３４－１０５５
●日本ドライケミカル㈱新潟営業所   電話 ０２５－２８６－６１１６

「就職面接会 in 松本」
平成22年3月 新規大学等卒業予定者及び概ね3年以内の既卒者、新規高等学校卒業予定者対象

ハローワーク松本では、平成 22 年 3 月新規大学・短大・
専修学校・高等学校等を卒業予定の方及び大学・短大・専
修学校等卒業後概ね3年以内の方を対象に「就職面接会」を
開催します。

お問い合わせは ヤングハローワーク松本 電話31-8600 まで

（松本市中央1－18－1 電話 32－1132）
松本中央公民館（Mウイング）会場

平成21年12月10日㈭
午後1時から午後4時

日時

受付／12時30分から

事業所の人事担当者と直接話ができます。

参加予定企業 40社

村
の
話
題

情
報

こ
の
た
び
、
久
保
田
義
信
さ
ん
（
坂

北
仁
熊
）
が
総
務
省
統
計
功
績
者
（
指

導
員
）
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
久
保
田
さ
ん
は
、
昭
和
44

年
の
事
業
所
統
計
、
工
業
統
計
か
ら
は

じ
ま
り
、永
年
に
わ
た
っ
て
国
勢
調
査
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
数
々
の
統
計
調

査
に
統
計
調
査
員
と
し
て
従
事
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、平
成
20
年
に
行
わ
れ
た
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
で
は
、
調
査
員
を
指
導

す
る
「
統
計
指
導
員
」
と
し
て
従
事
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

久
保
田
義
信
さ
ん

平
成
21
年
度

総
務
省
統
計
功
績
者
表
彰

（
指
導
員
表
彰
）受
賞

■営業所得
開催日 開催時間 会 場

11月24日（火） 13：30～15：30 長野県松本合同庁舎  502会議室（松本市島立1020）

11月26日（木） 10：00～12：00 長野県松本合同庁舎  502会議室（松本市島立1020）

12月 1日（火） 13：30～15：30 安曇野市穂高会館  第二会議室（安曇野市穂高5047）

12月 2日（水） 10：00～12：00 長野県松本合同庁舎  502会議室（松本市島立1020）

12月 4日（金） 10：00～12：00 塩尻総合文化センター  2階大会議室（塩尻市大門七番町4－3）

■農業所得
開催日 開催時間 会 場

11月25日（水） 10：00～12：00 朝日村中央公民館  講堂（朝日村古見1286）

11月26日（木） 13：30～15：30 長野県松本合同庁舎  502会議室（松本市島立1020）

12月 3日（木） 10：00～12：00
13：30～15：30 安曇野スイス村サンモリッツ  中ホール（安曇野市豊科南穂高3800－1）

12月 4日（金） 13：30～15：30 塩尻総合文化センター  2階大会議室（塩尻市大門七番町4－3）

12月 7日（月） 10：00～12：00
13：30～15：30 JA松本ハイランドグリンパル  2階大会議室（松本市南松本1－2－16）

■不動産所得
開催日 開催時間 会 場

11月24日（火） 10：00～12：00 長野県松本合同庁舎  502会議室（松本市島立1020）

12月 1日（火） 13：30～15：30 安曇野市穂高会館  第二会議室（安曇野市穂高5047）

12月 2日（水） 13：30～15：30 長野県松本合同庁舎  502会議室（松本市島立1020）

12月 4日（金） 10：00～12：00 塩尻総合文化センター  2階大会議室（塩尻市大門七番町4－3）

平成21年分 青色申告決算等説明会日程表

・子ども虐待STOP
11 月は子ども虐待防止月間です。

おやっと、思ったら【村子育て支援課 電話67－3060 または、松本児童相談所 電話93－3170】までお願いします。

“助けてサイン”を見逃さないで、子どもを虐待から守りましょう!！

平成21年度児童虐待防止月間の標語は

守ろうよ  未来を見つめる  小さなひとみ

！

み

児童虐待は子どもの人権を著しく侵害するもので、子どもの『こころ』と『からだ』に大きな傷をつくり、将来
まで治りにくく、また時には尊い命を奪ってしまいます。
虐待には、子どもの体を傷つける「身体的虐待」、暴言などで子どもの心を傷つける「心理的虐待」、子ども

に食事を与えないなどの養育を怠る「ネグレクト」、子どもにわいせつな行為をする「性的虐待」があります。
「しつけ」や「愛のムチ」と親は思っていても、子どもにとって有害な行為は虐待になるのです。
虐待かなとおもったら、まず通告をお願いします。通告は匿名で、大丈夫です。
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る
。坂

北
地
域
の
給
水
状
況
は
、
年
間
20

万
５
、
０
３
５
㎥
で
、
こ
の
中
に
は
本

城
地
域
の
水
源
か
ら
の
も
の
が
２
万
１
、

３
４
３
㎥
、
麻
績
村
か
ら
の
供
給
が
５
、

４
５
４
㎥
含
ま
れ
て
い
る
。
１
日
の
平

均
給
水
量
は
、
５
６
１
㎥
、
１
日
の
最

大
給
水
量
が
６
４
４
㎥
で
あ
る
。

坂
北
地
域
の
水
源
の
状
況
は
、
現
在

１
日
の
取
水
量
は
長
者
原
で
５
０
０
㎥
、

第
５
、
第
６
水
源
で
２
４
０
㎥
で
あ
る
。

こ
の
後
麻
績
村
か
ら
の
受
水
も
入
り
７

８
０
㎥
で
あ
る
。

質
問

坂
北
地
域
は
旧
村
よ
り
水
道
水

が
不
足
し
て
お
り
、
村
民
の
願
い
は
安

定
し
た
水
道
水
の
確
保
と
、
安
定
し
た

供
給
体
制
の
確
立
で
あ
る
。

主
要
水
源
地
は
長
者
原
と
東
山
で
あ

り
、
本
城
地
域
、
麻
績
村
か
ら
も
供
給

を
受
け
て
い
る
。
平
成
18
年
旧
村
よ
り

の
基
金
６
、
０
０
０
万
円
を
活
用
し
新

し
い
水
源
地
の
調
査
、
掘
削
も
行
っ
た

が
、
水
質
に
問
題
が
あ
り
中
止
と
な
っ

た
。新

し
い
水
源
地
の
確
保
と
小
仁
熊
ダ

ム
の
水
を
水
道
水
と
し
て
の
活
用
を
視

野
に
今
後
、
調
査
、
研
究
を
す
べ
き
と

要
望
す
る
。

坂
北
地
域
の
水
道
水
の

確
保
に
つ
い
て

山
﨑 

好
弘 

議
員

質
問

本
年
は
、
天
候
不
順
が
続
い
た
。

特
に
６
月
か
ら
７
月
の
は
じ
め
ま
で
の

梅
雨
の
時
期
に
雨
の
多
い
日
が
続
い
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
坂
北
地
域
で
は
、

６
回
ほ
ど
村
内
放
送
で
水
道
水
の
節
水

の
呼
び
掛
け
が
行
わ
れ
た
。
節
水
す
る

こ
と
は
良
い
こ
と
だ
が
、
梅
雨
時
に
こ

の
よ
う
な
呼
び
掛
け
を
す
る
こ
と
は
、

村
民
の
間
に
平
時
の
水
道
水
の
確
保
に

つ
い
て
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

筑
北
村
の
現
在
の
水
道
水
の
給
水
状

況
、
坂
北
地
域
の
給
水
状
況
、
水
源
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

梅
雨
時
に
か
な
り
の
雨
が
降
り

続
い
た
の
に
坂
北
地
域
の
皆
さ
ん
に
節

水
を
お
願
い
し
た
の
は
、
坂
北
地
域
の

水
源
は
、
長
者
原
と
高
区
配
水
地
、
第

５
、
第
６
深
井
戸
で
表
流
水
（
地
面
に

浸
み
込
ま
な
い
で
流
れ
る
雨
水
）
を
使

っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
降
っ
た
雨

が
水
源
の
水
位
に
反
映
し
渇
水
状
態
が

改
善
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
６
月
か

ら
井
戸
の
水
位
が
下
が
っ
た
の
は
、
冬

場
に
雪
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

れ
て
い
る
。
感
染
は
10
月
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
そ
う
だ
と
の
こ
と
だ
。

小
中
学
校
、
保
育
園
は
当
初
比
較
的

大
丈
夫
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
で
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い

う
報
告
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
妊
婦
、

乳
幼
児
、
高
齢
者
等
へ
の
村
の
対
応
策

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

村
長

村
で
は
４
月
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
そ

こ
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

基
準
行
動
計
画
を
策
定
し
、
各
課
、
各

関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
対
応
に
当
た

っ
て
い
る
。

具
体
的
対
策
は
、
住
民
へ
の
感
染

予
防
周
知
で
、
音
声
放
送
、
文
字
放
送
、

チ
ラ
シ
配
布
等
、
広
報
を
行
っ
た
。
そ

の
中
で
は
、
マ
ス
ク
の
使
用
、
手
洗
い
、

う
が
い
の
励
行
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

の
使
用
、
ま
た
、
人
混
み
へ
の
不
要
外

出
を
控
え
る
等
自
己
管
理
の
徹
底
を
お

願
い
し
た
。

そ
の
他
、
公
共
施
設
へ
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
等
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
予

防
意
識
を
高
め
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
早
い

機
会
に
そ
れ
な
り
の
方
向
性
を
だ
し
て

ほ
し
い
。

各
常
会
の
集
会
施
設
の

耐
震
診
断
実
施
に
つい
て

質
問

各
常
会
の
集
会
施
設
の
耐
震
診

断
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

村
長

85
施
設
す
べ
て
に
つ
い
て
耐
震

診
断
を
実
施
し
、
改
修
す
る
こ
と
は
現

在
の
財
政
状
況
か
ら
非
常
に
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
先
の
質
問
で
も
回
答
し
た

と
お
り
、
所
有
、
維
持
管
理
の
問
題
等

合
わ
せ
て
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

質
問

村
内
の
集
会
施
設
の
す
べ
て
が

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
私
は
理

解
し
て
い
た
が
、
改
め
て
確
認
す
る
と

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
は
４

ヵ
所
だ
け
と
の
こ
と
で
あ
る
。
他
の
施

設
も
避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

耐
震
診
断
を
ぜ
ひ
実
施
し
て
必
要
に
応

じ
て
村
で
修
繕
工
事
を
願
い
た
い
。

新
型
イ
ン
フ
エ
ン
ザ
の

感
染
に
つ
い
て

質
問

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
、
広
げ
な
い
よ
う
に
を

合
言
葉
に
、
日
本
中
で
対
策
が
進
め
ら

議
会
9
月
定
例
会

議
会
9
月
定
例
会

第24号

平
成
21
年
議
会
9
月
定
例
会
が
9
月

8
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
平
成
20
年
度
各
会
計
決
算
認
定
14
件

◆
平
成
20
年
度
繰
越
事
業
（
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
）
障
害
者
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
の
請
負
契
約

◆
平
成
21
か
ら
22
年
度
筑
北
村
防
災
行

政
無
線
（
移
動
系
）
シ
ス
テ
ム
整
備

工
事
請
負
契
約

◆
長
野
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

◆
長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
を
組

織
す
る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

◆
筑
北
村
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
筑
北
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
筑
北
村
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
特

別
会
計
補
正
予
算
9
件

陳

情

☆
陳

情

*
私
立
高
校
に
対
す
る
大
幅
公
費
助
成

を
お
願
い
す
る
陳
情

（
採
択
）

意

見

書

議
会
発
議
に
よ
り
1
件
の
意
見
書
が

採
択
さ
れ
、
関
係
各
機
関
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

*
私
立
高
校
に
対
す
る
大
幅
公
費
助
成

を
お
願
い
す
る
意
見
書

一
般
質
問

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つい
て

市
川 

辰
男 

議
員

質
問

各
常
会
の
集
会
施
設
（
公
民
館
）

等
の
改
築
、
修
繕
に
か
か
る
費
用
に
つ

い
て
、
補
助
金
、
助
成
金
は
今
後
出
さ
な

い
と
い
う
取
り
決
め
が
、
合
併
時
に
教

育
部
会
で
さ
れ
た
と
聞
き
、
再
検
討
を

要
望
し
た
が
、「
も
う
少
し
検
討
し
た
い

の
で
時
間
が
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
の
方
向
づ
け
は
如
何
か
。

村
長

合
併
時
の
事
務
事
業
一
元
化
の

調
整
結
果
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
合
併

前
に
本
城
地
域
だ
け
に
補
助
制
度
が

あ
り
、
４
村
合
併
協
議
会
、
幹
事
会
で

決
定
し
、
合
併
協
議
会
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、
４
村
で
は
補
助
し
て
い
く
と
い

う
方
針
で
あ
っ
た
が
、
３
村
協
議
で
は
、

新
築
時
に
補
助
事
業
を
導
入
し
て
建
設

し
て
い
る
た
め
、
廃
止
す
る
こ
と
の
決

定
を
し
た
経
過
で
あ
る
。

建
物
の
所
有
の
問
題
、
ま
た
、
維
持

管
理
に
ど
の
位
の
経
費
が
か
か
る
の
か

等
、
今
後
早
い
時
期
に
統
一
的
な
基
準

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ま
だ

検
討
中
で
あ
る
。

質
問

以
前
に
も
同
様
の
質
問
を
し
て

９
ヵ
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

ど
う
進
ん
だ
か
が
見
え
て
こ
な
い
。
85

の
施
設
は
す
べ
て
村
の
所
有
で
よ
い
か
。

村
長

村
、
地
元
で
所
有
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
政
的
な

も
の
も
含
め
て
、
今
進
め
て
い
る
。

質
問

要
す
る
に
合
併
す
る
前
の
時
点

で
は
、
３
地
域
が
同
じ
線
上
か
ら
ス
タ

ー
ト
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
よ
い
か
。
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食
い
止
め
る
役
目
が
あ
る
。
そ
の
た
め

の
必
要
な
仕
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

東
山
、
河
鹿
沢
、
差
切
、
中
尾
、

細
田
カ
メ
ラ
等
が
ど
の
程
度
災
害
を
未

然
に
防
ぐ
効
果
が
あ
る
の
か
再
点
検
し

て
趣
旨
、
目
的
に
適
し
た
運
用
と
な
る

よ
う
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

村
長

場
所
に
つ
い
て
は
、
村
が
勝
手

に
決
め
た
の
で
は
な
く
、
専
門
家
が
見

て
設
置
し
た
。

質
問

村
長
が
い
う
よ
う
に
、
東
山
、

河
鹿
沢
カ
メ
ラ
が
防
災
上
必
要
で
あ
る

か
。
細
田
カ
メ
ラ
に
映
し
出
さ
れ
て
い

る
杉
の
木
、
あ
れ
は
天
然
記
念
物
か
と

聞
く
住
民
も
い
る
。
細
田
住
民
に
無
断

で
取
り
付
け
た
カ
メ
ラ
の
た
め
に
方
向

が
定
ま
ら
ず
、
杉
の
木
を
映
し
出
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。

村
長

村
内
カ
メ
ラ
は
専
門
家
が
見
て

現
在
の
場
所
が
適
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
設
置
し
て
い
る
。
い
ざ
災
害
に
な

っ
た
ら
必
ず
役
目
は
果
た
し
て
く
れ
る

と
思
う
。

質
問

す
べ
て
の
カ
メ
ラ
の
映
像
を
私

は
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
防
災
カ

メ
ラ
と
し
て
の
目
的
に
適
し
た
や
り
方

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

人
口
対
策
に
つ
い
て

質
問

村
営
住
宅
を
は
じ
め
宅
地
造
成
、

子
育
て
支
援
、
結
婚
祝
い
金
等
村
も
力

を
入
れ
て
い
る
が
、
人
口
増
加
に
繋
が
ら

な
い
。
少
子
化
対
策
、
若
者
の
定
住
、
村

の
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
結
婚

相
談
員
の
活
動
を
充
実
し
て
は
ど
う
か
。

県
の
企
画
課
で
は
結
婚
希
望
者
に
対

し
て
全
県
的
な
結
婚
相
談
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
希
望
者
の
登
録
を

し
て
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
村
で
は
ど
の
よ
う
に

質
問

村
長
は
優
先
順
位
で
事
業
を
進

め
て
い
く
と
い
っ
て
い
る
が
、
坂
井
地

域
の
古
司
線
に
は
、
４
億
７
、
０
０
０

万
円
の
金
額
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
古

司
線
は
そ
ん
な
に
緊
急
性
が
あ
っ
た
の

か
、
改
良
後
の
用
途
が
ど
の
位
あ
る
の

か
も
疑
問
で
あ
る
。

例
え
れ
ば
、
人
間
の
腸
を
太
く
し
た

に
過
ぎ
な
い
。
地
元
坂
井
地
域
の
住
民

か
ら
も
無
駄
な
道
路
だ
と
い
う
声
が
あ

る
。
そ
れ
に
比
べ
、
宮
ノ
前
線
は
村
の

中
心
で
あ
り
、
道
路
と
し
て
の
最
高
の

条
件
が
整
っ
て
い
る
。
村
長
の
任
期
中

に
一
度
ぐ
ら
い
交
渉
に
行
き
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

村
長

補
助
事
業
は
地
権
者
の
同
意
が

な
け
れ
ば
申
請
が
で
き
な
い
の
で
議
員

に
も
協
力
を
願
う
。

質
問

そ
れ
を
い
う
前
に
、
村
長
が
折

衝
に
行
き
、
だ
め
だ
っ
た
の
で
地
元
の

議
員
に
頼
む
の
が
筋
で
あ
る
。

村
内
カ
メ
ラ
は
防
災
上

不
可
欠
と
い
う
根
拠
に
つ
い
て

質
問

村
内
カ
メ
ラ
の
必
要
性
に
つ
い

て
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
村
長
の
防
災

上
不
可
欠
と
い
う
根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

防
災
カ
メ
ラ
は
、
災
害
を
早
期

に
発
見
し
て
未
然
に
防
ぎ
、
最
小
限
に

み
ど
り
町
、宮
ノ
前
線
改
良

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

栁
澤 

忠 

議
員

質
問

旧
坂
北
村
当
時
か
ら
、
み
ど
り

町
、
宮
ノ
前
線
の
道
路
改
良
は
長
年
の

懸
案
で
あ
る
。
合
併
後
も
議
会
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
、
合
併
し
て
４
年
が

経
過
し
た
が
、
現
時
点
で
の
進
捗
状
況

と
取
組
み
を
伺
う
。

村
長

旧
坂
北
村
に
お
い
て
、
平
成
15

年
度
に
改
良
工
事
を
試
み
た
が
一
部
地

権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
全
線
拡
幅

は
困
難
と
な
り
部
分
的
な
改
良
を
し
た

経
緯
が
あ
る
。

補
助
事
業
、
起
債
事
業
に
充
当
す
る

に
は
道
路
の
規
格
、
延
長
、
幅
員
等
採

択
条
件
が
あ
る
。
質
問
の
道
路
は
対
象

外
と
い
う
こ
と
で
、
有
利
な
財
源
が
な

い
か
模
索
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ

地
権
者
の
同
意
が
前
提
と
な
る
。

質
問

地
権
者
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
村

と
し
て
動
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

村
と
し
て
地
権
者
に
ど
の
よ
う
に
折
衝

し
た
か
伺
う
。

村
長

地
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
私
の
ほ

う
か
ら
相
談
は
し
て
い
な
い
し
、
各
個

人
と
の
折
衝
も
し
て
い
な
い
。

活
用
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

村
長

現
在
結
婚
相
談
登
録
者
は
男
子

26
名
、
女
子
５
名
で
、
登
録
者
の
男
女

比
に
極
端
な
隔
た
り
が
あ
り
登
録
者
確

保
が
難
し
い
。
早
期
に
広
域
的
な
情
報

の
共
有
化
な
ど
地
域
の
枠
を
超
え
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

質
問

結
婚
相
談
員
の
活
動
を
活
発
に

し
て
い
く
に
は
村
の
後
押
し
が
必
要
。

交
流
会
で
出
会
い
の
場
づ
く
り
を
重
ね

て
は
じ
め
て
意
気
投
合
す
る
し
、
カ
ッ

プ
ル
も
生
ま
れ
る
。

交
流
会
費
用
の
参
加
者
負
担
は
当
然

と
い
っ
た
考
え
だ
け
で
は
な
く
、
少
子

化
対
策
、
若
者
の
定
住
、
村
の
活
性
化

に
繋
げ
る
ソ
フ
ト
面
に
力
を
入
れ
る
こ

と
が
大
事
と
考
え
る
が
如
何
か
。

村
長

交
流
会
を
企
画
し
て
も
参
加
者

を
十
分
集
め
ら
れ
ず
、
継
続
し
た
企
画

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
年
に
な
っ

て
近
隣
か
ら
若
干
名
の
女
性
の
登
録
が

あ
っ
た
。
要
望
を
聞
き
な
が
ら
交
流
会

の
開
催
や
相
談
活
動
、
地
域
間
の
情
報

の
提
供
や
共
有
な
ど
図
っ
て
い
く
。

こ
の
他
に
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

質
問
を
し
た
。

て
伺
う
。

村
長

本
村
の
女
性
の
登
用
率
は
審
議

会
８
・
７
％
、
委
員
会
14
・
３
％
で
13

委
員
会
中
７
委
員
会
に
は
女
性
の
登
用

は
な
い
。
今
後
、
実
現
可
能
目
標
を
計

画
に
盛
り
込
み
、
国
、
県
の
目
標
に
近

づ
け
た
い
。

子
育
て
支
援
課
の

充
実
に
つ
い
て

質
問

栄
養
士
、
保
健
師
等
の
専
門
職

の
い
な
い
子
育
て
支
援
課
、
課
の
施
設

も
手
狭
だ
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
充
実

し
て
い
く
か
伺
う
。

村
長

村
内
の
子
育
て
に
関
す
る
事
務

を
一
元
化
し
、
総
合
的
に
子
育
て
支
援

が
で
き
る
部
署
を
目
標
に
本
年
度
、
子

育
て
支
援
課
を
整
備
し
た
。

来
年
度
を
目
途
に
母
子
保
健
、
障
害

児
の
対
策
を
含
め
業
務
を
充
実
し
た
い
。

現
在
使
用
し
て
い
る
坂
井
児
童
館
で
は
、

子
育
て
支
援
課
の
事
務
を
行
う
に
は
確

か
に
狭
い
。
今
後
既
存
施
設
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
等
の
有
効
利
用
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
く
。

福
祉
課
と
も
協
議
を
し
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。

他
に
地
域
支
え
合
い
サ
ロ
ン
と
今
後

の
活
用
に
つ
い
て
と
筑
北
村
文
化
財
の

保
護
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

滝
澤 

千
代
江 

議
員

質
問

家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
常
に
思
い
や
り
の
心
を

共
に
築
く
こ
と
を
目
的
に
、
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
が
審
議
さ
れ
て
い
る
が

進
捗
状
況
を
伺
う
。

村
長

基
本
理
念
に
基
づ
き
14
名
の
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定
委
員
で
協

議
し
て
い
る
。
委
員
会
で
は
、
住
民
み

ん
な
が
参
画
し
て
作
り
上
げ
る
こ
と
が

意
識
改
革
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
、

委
員
自
身
の
学
習
の
た
め
に
「
男
女
共

同
参
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
行
っ
た

り
、
県
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

研
修
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
勢
の

方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
村

民
対
象
の
講
演
も
計
画
し
て
い
る
。

質
問

女
性
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
登

用
に
対
し
て
、
登
用
数
値
目
標
に
つ
い

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て

質
問

厚
生
労
働
省
は
今
回
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
国
内
の
患
者

数
は
年
内
に
２
、
５
０
０
万
人
に
な
り
、

人
口
の
約
20
％
に
達
す
る
と
の
見
解

を
発
表
し
た
。
一
方
、
県
内
の
学
校
も

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
生
徒
数
の

２
割
が
感
染
す
る
と
学
級
閉
鎖
に
な
り
、

新
型
に
つ
い
て
は
１
割
で
も
閉
鎖
す
る

と
い
う
指
針
が
出
て
い
る
。
当
村
の
保

育
園
、
小
中
学
校
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長

小
中
学
校
の
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、

手
洗
い
、
う
が
い
、
手
の
消
毒
等
を
励

行
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
マ
ス
ク
は

時
と
場
合
に
よ
り
着
用
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。
各
学
校
で
養
護
の
先
生

と
保
健
委
員
会
等
を
中
心
に
し
て
万
全

を
期
し
た
い
。

児
童
、
生
徒
が
感
染
、
発
症
し
た
場

合
に
は
出
席
停
止
に
な
り
、
欠
席
者
が

10
％
を
超
え
た
場
合
に
は
学
校
閉
鎖
と

な
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
万
一

の
流
行
に
備
え
て
村
内
の
学
校
に
マ
ス

ク
と
消
毒
薬
を
備
蓄
す
る
た
め
の
費
用

を
９
月
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。
住
民
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9月
1日

2日

8～16日

18日

25日

26日

28日

東筑摩郡議員交流会

東筑摩郡議員大会決議事項要望

国政・市町村政に関する懇談会

筑北村体育祭

リニア中央エクスプレス早期建設

促進大会

リニア中央エクスプレス建設促進

中信地区期成同盟会

松本佐久地域高規格道路建設促

進期成同盟会

10月
2日

7日

9日

12日

15日

23日

29日

議会日誌

積
極
的
な
行
政
改
革
の

推
進
に
つ
い
て

前
山 

健
治 

議
員

質
問

庁
舎
の
効
率
的
、
合
理
的
な
運

用
、
職
員
の
一
体
感
を
含
め
、
組
織
、
総

合
支
所
方
式
の
見
直
し
等
早
急
に
方
向

性
を
示
す
必
要
が
あ
る
が
如
何
か
。

村
長

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
行
政

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
平
成
21
年
4
月
よ

り
実
施
し
た
。
ま
た
、
総
合
支
所
方
式
は
、

合
併
時
の
調
整
に
よ
り
、
村
民
が
旧
役
場

庁
舎
に
出
向
け
ば
す
べ
て
の
用
が
済
む

体
制
に
な
っ
て
い
る
。
組
織
機
構
を
見
直

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
次
の
総
合
支
所
方

式
見
直
し
の
方
向
性
を
出
し
、
村
民
に
不

便
を
強
い
る
こ
と
は
時
期
尚
早
と
考
え
る
。

出
先
機
関
を
除
き
、
現
在
の
組
織
機

構
を
１
ヵ
所
に
集
約
す
る
こ
と
は
、
効
果

的
な
行
政
運
営
に
も
資
す
る
と
考
え
る

が
、
現
実
問
題
と
し
て
集
約
で
き
る
施
設

が
な
い
状
態
で
あ
る
。

質
問

合
併
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ

っ
た
、
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
い
か

が
か
。

村
長

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
教

育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
村
教
育

委
員
会
へ
答
申
さ
れ
、
教
育
委
員
会
か
ら

村
へ
上
申
す
る
予
定
で
検
討
中
で
あ
る
。

上
申
内
容
や
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
麻

績
村
と
の
関
連
も
あ
り
慎
重
に
進
め
た
い
。

質
問

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

村
長

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、
助
成

金
、
交
付
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
活
動
す
る
団
体
の
目
標
達
成
の
た

め
に
、
必
要
な
経
費
の
一
部
を
規
則
及
び

要
綱
に
基
づ
き
交
付
し
て
い
る
が
、
公
平

性
を
保
っ
た
統
一
基
準
で
補
助
金
の
交
付

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問

平
成
22
年
度
よ
り
職
員
を
採
用

す
る
考
え
は
。

村
長

年
齢
や
経
験
年
数
等
で
均
等
な

職
員
数
を
維
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
人
件
費
節
減
の
た
め
合
併
後
は
採
用

を
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
平
成
22
年
４

月
に
職
員
採
用
も
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。

今
後
は
、
採
用
人
員
等
定
員
適
正
化

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
23
年
に
は

職
員
採
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
民
と
の
協
働
体
制
の

推
進
に
つ
い
て

質
問

区
、
常
会
等
へ
の
担
当
職
員
の
配

置
や
各
種
委
員
会
、
審
議
会
等
の
見
直

し
、
区
長
会
等
の
定
期
的
な
会
議
の
開
催

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

村
長

各
区
に
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
職
員
も
一
定
の
仕
事
が
あ

り
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
各
支
所
村

民
課
及
び
総
務
課
村
民
係
が
、
区
長
、
常

会
長
と
連
携
を
と
っ
て
い
る
。

村
に
は
現
在
34
の
委
員
会
、
審
議
会

等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
約
等
の
中
で

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
の
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
そ
の
使
命
が
終
了
し
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
廃
止
し
た
り
、
ま
た
、
人
員
構
成

等
を
委
員
会
等
で
検
討
し
、
縮
小
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

区
長
会
に
つ
い
て
は
、
年
度
当
初
の
４

月
と
年
度
末
３
月
に
計
２
回
開
催
し
て

い
る
が
、
あ
と
、
中
間
に
１
回
開
催
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

区
長
制
度
が
発
足
し
て
２
年
目
で
あ

り
、
今
後
の
区
長
と
の
協
議
の
中
で
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

え
る
。

質
問

４
０
３
号
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
の

実
現
に
積
極
的
な
運
動
の
展
開
を
お
願

い
す
る
。

き
な
課
題
で
、
村
が
実
施
し
て
い
る
各

交
付
金
事
業
や
、
県
が
国
の
補
助
を
受

け
て
実
施
す
る
国
道
４
０
３
号
の
改
良

等
に
影
響
が
出
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
自
動
車
重
量
税
の
暫
定
税
率

が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
地
方
譲
与
税
が
減

額
と
な
る
。
こ
れ
は
一
般
財
源
が
減
少

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
本
年
度

の
予
算
、
今
後
の
予
算
編
成
に
も
大
き

く
影
響
す
る
。
地
域
の
実
情
を
い
か
に

把
握
し
、
住
民
の
求
め
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
更
な
る
行
政
改
革
を
推
進

し
、
無
駄
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

質
問

民
主
党
政
権
と
な
り
、
村
と
し

て
も
い
か
に
向
き
合
う
か
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
と
思
う
。
新
政
権
に
は
、
国

民
の
期
待
と
不
安
を
信
頼
と
安
心
に
変

え
る
政
治
に
期
待
す
る
。

ま
た
、
大
都
市
中
心
の
政
治
か
ら
地

方
の
過
疎
化
が
進
む
農
村
部
の
実
情
、

小
規
模
自
治
体
へ
の
声
を
尊
重
す
る
政

権
を
期
待
す
る
。

村
長

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基

づ
い
て
、
政
権
を
運
営
す
る
の
は
確
実

だ
と
思
わ
れ
る
。

国
道
４
０
３
号
線
の
改
良
は
、
期
成

同
盟
会
会
長
と
し
て
、
地
元
代
議
士
も

交
え
て
、
幹
事
会
で
検
討
し
対
策
を
考

る
と
と
も
に
、
事
業
の
必
要
性
や
効
果

を
十
分
精
査
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図

る
。

総
務
課
長

実
質
公
債
比
率
の
推
移
は
、

平
成
20
年
度
21
・
６
％
そ
の
後
５
ヵ
年

で
、
13
・
２
％
と
基
礎
的
数
値
は
下
が

っ
て
い
く
。
交
付
税
は
、
22
年
10
月
の

国
勢
調
査
人
口
に
よ
り
、
５
０
０
人
の

人
口
減
と
な
る
見
通
し
で
、
交
付
税
の

大
幅
な
減
額
が
懸
念
さ
れ
る
。

政
権
交
代
と
今
後
の
村
政

運
営
の
課
題
に
つ
い
て

質
問

政
権
交
代
後
、
９
月
16
日
総
理

大
臣
指
名
、
新
内
閣
が
発
足
、
２
０
０

９
予
算
の
大
枠
に
当
る
概
算
要
求
を
白

紙
に
戻
し
、
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
基
づ
い
て
、
国
家
戦
略
局
主
導
で
予

算
編
成
を
す
る
と
の
こ
と
だ
。

国
際
金
融
危
機
を
受
け
た
景
気
対
策

と
し
て
の
、
地
域
活
性
化
経
済
対
策
臨

時
交
付
金
約
14
兆
円
の
う
ち
、
未
執
行

３
兆
円
の
執
行
停
止
、
凍
結
、
回
収
が

行
わ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
方
針
転
換

が
筑
北
村
へ
及
ぼ
す
影
響
３
億
９
、
０

０
０
万
円
の
交
付
金
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

村
長

政
権
交
代
が
今
後
の
村
政
運
営

に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
大

健
全
化
判
断
比
率に

つ
い
て

久
保
田 

義
信 

議
員

質
問

実
質
公
債
比
率
・
将
来
負
担
比

率
も
財
政
全
般
的
に
緩
や
か
に
好
転
し

て
い
る
。
国
の
長
期
債
務
は
８
６
０
兆

円
国
民
総
生
産
の
１
・
６
倍
に
当
た
る
。

現
行
の
消
費
税
率
5
％
の
う
ち
地
方

は
1
％
、
国
は
4
％
で
必
ず
近
い
将
来

に
消
費
税
の
大
幅
引
き
上
げ
の
時
期
が

く
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
地
方
財
政
の

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

村
長

実
質
公
債
比
率
は
、
補
助
金
免

除
繰
上
償
還
（
返
済
の
際
に
利
子
の
支

払
い
を
免
除
さ
れ
る
）
制
度
を
利
用
し
、

高
金
利
の
地
方
債
の
繰
上
償
還
や
、
借

り
換
え
を
行
い
数
値
の
引
き
下
げ
を
図

っ
て
い
る
。

平
成
23
年
度
に
は
地
方
債
の
発
行
に

つ
い
て
県
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ど
う
か
の
水
準
の
18
％
を
下

回
る
見
通
し
で
あ
る
。
将
来
負
担
比
率

は
地
方
債
残
高
の
減
、
地
方
再
生
対
策

費
の
需
要
増
と
普
通
交
付
税
の
増
額
に

よ
り
対
前
年
46
・
６
％
の
減
と
な
っ
た
。

財
政
力
が
戻
る
ま
で
は
、
事
業
の
繰
り

延
べ
、
縮
小
、
廃
止
等
に
よ
り
抑
制
す
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を

終
え
て

本
年
４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
に
お
け
る
村
内
小
・
中
学

校
の
傾
向
や
今
後
の
指
導
の
方
向
に
つ

い
て
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

筑
北
村
の
小
学
校
「
国
語
」

Ａ
・
Ｂ
問
題
と
も
に
、
全
国
・
県
平

均
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
。全
国
同
様
、

記
述
式
の
「
Ｂ
活
用
に
関
す
る
問
題
」

に
課
題
が
見
ら
れ
る
。

（
Ａ
知
識
）書
く
こ
と
・
読
む
こ
と
は
、

全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
か
上
回
っ
て
い
る
。

接
続
詞
の
使
い
方
や
字
の
大
き
さ
や
配

列
等
、
知
識
・
技
能
の
定
着
に
一
部
課

題
が
見
ら
れ
る
。

（
Ｂ
活
用
）話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
は
、

全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
必
要
な
情

報
を
整
理
す
る
、
目
的
や
意
図
に
応
じ

て
事
象
や
意
見
な
ど
を
関
連
付
け
な
が

ら
書
く
、
要
約
し
て
書
く
等
に
課
題
が

見
ら
れ
る
。

今
後
、
さ
ら
に
基
礎
・
基
本
の
定
着

を
図
る
と
と
も
に
、
叙
述
や
資
料
か
ら

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
表
現
し
、
交
流

し
合
い
、
他
の
よ
さ
を
取
り
入
れ
て
い

く
学
習
を
進
め
た
い
。

筑
北
村
の
小
学
校
「
算
数
」

長
野
県
は
算
数
Ａ
が
全
国
平
均
を
上

回
り
、
算
数
Ｂ
が
下
回
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
村
の
１
校
が
県
と
同
じ
、
２

校
が
全
国
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
だ
っ
た
。

四
則
演
算
や
計
算
の
順
序
、
測
定
や
図

形
の
性
質
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
一

方
、
答
え
を
求
め
る
数
式
を
示
す
、
資

料
を
理
解
し
表
を
用
い
て
表
す
こ
と
が

低
い
。
ま
た
、
筋
道
を
立
て
て
考
え
結

果
や
理
由
を
文
章
で
表
す
、
グ
ラ
フ
か

ら
割
合
や
変
化
量
を
求
め
る
問
題
も
不

十
分
で
あ
る
。
全
国
的
傾
向
か
ら
も
、

立
式
と
言
葉
で
の
説
明
は
、
本
年
度
も

各
校
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
追
究
場
面
で
、
答
え
が
出
れ

ば
終
わ
り
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
考

え
た
か
、
相
手
を
意
識
し
て
論
理
的
に

説
明
す
る
力
を
育
む
よ
う
な
授
業
展
開

等
も
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

筑
北
村
の
小
学
校

「
学
習
状
況
調
査
」

睡
眠
時
間
や
朝
食
・
夕
食
、
持
ち
物

の
点
検
な
ど
基
本
的
な
生
活
習
慣
は
ほ

ぼ
身
に
付
い
て
い
る
。
ま
た
最
後
ま
で

や
り
と
げ
た
達
成
感
や
成
就
感
も
ほ
と

ん
ど
の
児
童
が
持
っ
て
お
り
、
自
尊
感

情
も
高
い
。
学
校
を
楽
し
い
と
感
じ
、

発
表
や
話
し
合
い
活
動
も
十
分
で
あ

る
。
家
庭
で
の
過
ご
し
方
で
は
携
帯
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
割
合
が

全
国
よ
り
少
な
い
。
ま
た
帰
宅
後
の
時

間
利
用
の
点
で
、
Ｔ
Ｖ
視
聴
の
時
間
が

多
く
、
家
庭
学
習
や
読
書
の
時
間
が
少

な
い
傾
向
に
あ
る
。
学
習
に
つ
い
て
は

意
欲
的
で
、
国
語
・
算
数
は
ほ
と
ん
ど

が
好
き
で
役
に
立
つ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
個
々
に
応
じ
た
学
習
に
な
る

よ
う
に
工
夫
し
、
国
語
の
「
話
の
組
み

て
い
る
週
に
４
回
の
全
校
朝
読
書
や
、

白
文
帳
の
継
続
の
成
果
だ
と
判
断
で
き

る
。課

題
と
し
て
は
、
説
明
文
や
意
見
文

の
内
容
や
趣
旨
を
正
し
く
読
み
取
る
こ

と
や
、
説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ

と
が
弱
い
の
で
、
様
々
な
分
野
の
文
章

の
読
解
に
慣
れ
さ
せ
た
り
、
意
見
文
等

の
文
章
の
構
成
を
重
点
に
考
え
さ
せ
た

り
し
て
い
き
た
い
。

組
合
立
中
学
校
「
数
学
」

知
識
・
活
用
と
も
、
平
均
正
答
率
は

全
国
及
び
長
野
県
を
上
回
っ
て
い
る
。

知
識
に
つ
い
て
は
全
て
の
領
域
で
、
全

国
及
び
長
野
県
を
上
回
る
。
活
用
に
つ

い
て
は
「
図
形
」
の
領
域
で
、
全
国
及

び
長
野
県
を
上
回
る
が
、「
数
と
式
」「
数

量
関
係
」
で
全
国
平
均
を
若
干
下
回
っ

て
い
る
。

授
業
や
家
庭
学
習
で
の
生
徒
の
着
実

な
取
り
組
み
が
成
果
を
上
げ
て
お
り
、

知
識
・
理
解
面
や
、
計
算
力
等
の
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
数
学
的
な
考
え
方

が
弱
い
の
で
、
日
常
の
事
象
と
関
連
さ

せ
て
、
数
や
式
、
グ
ラ
フ
等
を
自
分
の

言
葉
で
説
明
す
る
場
面
や
、
話
し
合
い

活
動
を
活
性
化
さ
せ
、
生
徒
が
追
求
し

筑
北
村
の
中
学
校
「
数
学
」

「
知
識
」「
活
用
」と
も
平
均
正
答
率
は
、

県
・
全
国
平
均
と
同
等
の
結
果
で
あ
り
、

観
点
別
で
も
県
・
全
国
平
均
と
同
等
の

結
果
で
あ
っ
た
。「
数
と
式
」の
領
域
で
は
、

「
知
識
」「
活
用
」と
も
県
・
全
国
平
均
を

上
回
り
、良
好
な
結
果
で
あ
る
。

課
題
が
あ
っ
た
分
野
に
つ
い
て
は
、次

の
よ
う
に
し
て
改
善
を
図
っ
て
い
き
た

い
。１
年
次
の「
比
例
・
反
比
例
」で
は
、

よ
り
具
体
的
な
事
象
の
中
で
数
量
関
係

の
見
方
を
高
め
、「
対
称
図
形
」で
は
、基

本
を
理
解
さ
せ
図
形
の
見
方
を
高
め
て

い
く
。ま
た
、２
年
次
の「
一
次
関
数
」で

は
、基
本
を
定
着
さ
せ
、活
用
す
る
問
題

を
よ
り
多
く
取
り
入
れ
て
い
く
。計
算
力

が
劣
っ
て
い
る
生
徒
に
は
、前
時
や
既
習

事
項
の
復
習
を
毎
時
間
取
り
入
れ
た
い
。

筑
北
村
の
中
学
校

「
学
習
状
況
調
査
」

家
庭
の
協
力
も
あ
り
、
お
お
む
ね
規

則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
就
寝
時
刻
が
遅
く
、
睡
眠
時
間
が

少
な
い
生
徒
が
多
い
の
で
、
家
族
と
の

連
携
を
図
り
、
計
画
的
に
家
庭
生
活
を

過
ご
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
方
へ
の
あ
い
さ
つ
が
き
ち
ん

立
て
の
工
夫
」
や
算
数
の
「
言
葉
や
式

を
使
っ
て
わ
け
や
求
め
方
を
書
く
」
な

ど
の
面
を
生
活
場
面
で
意
識
さ
せ
な
が

ら
、
活
用
し
て
い
く
力
を
伸
ば
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

筑
北
村
の
中
学
校
「
国
語
」

「
知
識
」「
活
用
」、
ま
た
、
観
点
別
で

も
平
均
正
答
率
は
、
県
・
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
い
る
。

漢
字
を
書
く
問
題
は
、
全
国
平
均
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
漢
字

ノ
ー
ト
で
練
習
を
続
け
、
力
を
つ
け
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
き
た
い
。

「
知
識
」
の
問
題
で
、「
調
べ
た
い
事

柄
が
書
か
れ
て
い
る
章
を
選
択
す
る
問

題
」
に
課
題
が
あ
っ
た
。
目
次
を
読
み
、

必
要
な
情
報
が
ど
こ
に
あ
る
か
見
当
を

つ
け
る
と
い
う
調
査
学
習
に
必
要
な
力

を
養
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、「
活
用
」

の
問
題
で
は
、「
資
料
の
図
が
、
文
章
の

ど
の
部
分
を
補
足
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
文
章
中
か
ら
抜
き
出
す
問
題
」
に

課
題
が
あ
り
、
文
章
と
補
助
資
料
と
の

関
わ
り
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
資
料

を
活
用
す
る
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

た
こ
と
を
統
合
化
・
最
適
化
し
て
い
く

場
面
を
多
く
設
定
し
た
授
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

組
合
立
中
学
校「学

習
状
況
調
査
」

一
定
し
た
起
床
時
刻
や
朝
食
を
毎
日

摂
る
こ
と
な
ど
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

は
身
に
付
い
て
い
る
生
徒
が
多
い
。
一

方
で
「
物
事
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」「
失
敗
を

恐
れ
な
い
で
挑
戦
す
る
」「
自
分
に
は

良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
全
国
や
県
に
較
べ
て
や
や
低
い

割
合
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
の
自
尊
感

情
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

通
塾
の
生
徒
の
割
合
は
、
全
国
や
県

に
比
較
し
て
少
な
い
も
の
の
、
家
庭
学

習
の
習
慣
は
身
に
つ
い
て
お
り
、
１
日

当
た
り
の
学
習
時
間
も
全
国
や
県
に
較

べ
て
長
い
傾
向
に
あ
る
。

「
進
ん
で
挨
拶
を
す
る
」「
人
や
友
だ

ち
が
困
っ
て
い
た
ら
助
け
る
」「
人
の
気

持
ち
が
分
か
る
人
間
に
な
り
た
い
」「
い

じ
め
は
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
い
け
な

い
」等
の
割
合
は
高
く
、素
直
で
優
し
い

生
徒
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
麻
績
村
・
筑
北
村
学
校
組
合
教
育
委
員
会
）

と
で
き
、
地
域
行
事
に
も
比
較
的
よ
く

参
加
し
て
い
る
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
は
、
充

実
感
を
感
じ
て
お
り
、
普
段
の
生
活
や

社
会
に
出
た
と
き
に
役
立
つ
と
考
え
て

い
る
生
徒
が
多
い
。

自
分
の
考
え
を
説
明
し
た
り
、
文
章

に
し
た
り
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
を
感
じ

て
い
る
生
徒
が
多
く
、
教
科
学
習
を
は

じ
め
と
す
る
学
校
生
活
の
中
で
、
そ
の

よ
う
な
活
動
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

自
尊
感
情
を
持
ち
、
失
敗
を
恐
れ
ず

挑
戦
し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
や
や
少
な

い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
諸
活
動
の
中
で

自
信
を
持
た
せ
て
い
き
た
い
。

（
筑
北
村
教
育
委
員
会
）

組
合
立
中
学
校
「
国
語
」

知
識
・
活
用
と
も
、
平
均
正
答
率
は

全
国
及
び
長
野
県
を
上
回
っ
て
い
る
。

「
話
す
・
聞
く
」「
言
語
事
項
」の
領
域
で
、

全
国
及
び
長
野
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
が
、「
書
く
」
と
「
読
む
」
に
つ
い
て

は
下
回
っ
て
い
る
。

「
話
す
・
聞
く
」
は
、
各
学
級
や
生
徒

会
活
動
で
の
話
し
合
い
活
動
等
の
成
果

が
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、「
言

語
活
動
」
で
は
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ

第24号
年
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「
毎
日
、当
た
り
前
に
登
校
し
て
く

る
子
ど
も
た
ち
。
触
れ
合
い
が
十
分

で
き
る
学
校
教
育
は
い
い
な
。」と
は

生
涯
学
習
関
係
者
の
言
葉
。そ
れ
は
、

地
域
で
子
ど
も
の
た
め
の
教
室
や
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
も
、
来
て
く
れ

る
子
は
ご
く
少
な
い
か
ら
と
の
う
ら

や
み
で
し
ょ
う
か
？

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、実

に
難
し
く
、し
か
し
輝
く
合
言
葉
で

す
。一
日
の
生
活
の
大
半
を
過
ご
す

学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
人
間
形
成
の

重
要
な
場
で
あ
る
の
で
、先
生
方
が

頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
で

も
子
育
て
は
学
校
ま
か
せ
、親
ま
か

せ
だ
け
で
は
片
手
落
ち
で
す
。こ
の

地
で
生
き
、地
域
の
風
土
の
中
で
し

っ
か
り
育
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、

こ
の
育
ち
で
の
感
覚
で
捉
え
、考
え
、

生
き
て
い
く
は
ず
で
す
。一
層
豊
か

に
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
こ
の
地
域

に
根
ざ
し
た
支
援
を
し
て
い
く
こ
と

は
、こ
こ
で
生
き
て
い
る
人
々
の
義

務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
年
、
公
民
館
で
は
、
学
校
で
出

来
に
く
い
子
ど
も
向
き
の
教
室
を
計

画
し
て
い
ま
す
。本
年
は
６
月
に「
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
命
の
勉
強
の
集
い
」、

夏
休
み
に
は「
親
子
キ
ャ
ン
プ
の
集 子

ど
も
は
地
域
で
育
て
る

い
」を
計
画
。で
も
、い
ず
れ
も
参
加

希
望
者
少
な
く
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
他
に
子
ど
も
支
援
を
目

指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
読
み
合
わ
せ

サ
ー
ク
ル
や
、育
成
会
な
ど
の
行
事

で
も
、期
待
し
た
よ
う
に
は
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
ら
ず
、触
れ
合
う
場
づ

く
り
に
さ
え
工
夫
を
強
い
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

成
果
を
あ
げ
る
た
め
の
対
策
は

① 

子
ど
も
た
ち
の
希
望
を
把
握
し
必

要
感
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
内
容
・

方
法
を
工
夫
し
て
広
報
す
る
。

② 

子
ど
も
向
き
の
他
の
行
事
計
画

を
把
握
し
、重
な
ら
な
い
よ
う
に
。

重
な
っ
た
場
合
は
来
れ
そ
う
な
子

ど
も
の
把
握
と
ふ
さ
わ
し
い
内
容

や
方
法
の
工
夫
。
遠
方
へ
バ
ス
の

配
車
も
。

③ 

子
ど
も
関
係
機
関
・
学
校
・
保
護

者
の
理
解
や
協
力
を
得
る
。

子
ど
も
対
象
の
支
援
機
関
共
通
の

課
題
や
対
策
の
仮
説
あ
れ
こ
れ
を
述

べ
て
み
ま
し
た
。お
そ
ら
く
今
後
も

計
画
の
よ
う
に
は
い
か
ず
、
常
に
試

行
錯
誤
、悩
み
、実
践
、小
さ
な
喜
び

の
連
続
で
し
ょ
う
が
、ど
う
か
関
係

機
関
の
皆
さ
ん
、
粘
り
強
く「
地
域

の
子
ど
も
を
育
て
る
」へ
の
挑
戦
を

続
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

心
の
伝
言
板 

⑫

坂
北
公
民
館
長

就
任
の
あ
い
さ
つ

大
川 

光
作

「
な
ん
で
私
な
ん
だ
ろ
う
。
」
再
三

辞
退
い
た
し
ま
し
た
が
、
私
の
未
熟
さ

が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
に
、
と
う
と
う

動
き
出
す
事
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
大
役
で
す
が
お
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

公
民
館
の
働
き
は
、
人
に
例
え
て
み

れ
ば
、
ビ
タ
ミ
ン
の
役
割
の
よ
う
に
、

効
率
よ
く
体
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
民
館
の
事
業
に

言
及
す
れ
ば
、
ご
家
庭
で
の
毎
日
の
調

理
の
よ
う
に
、
食
べ
る
方
の
好
み
や
、

健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
作
ら
れ
て
い
る

の
と
同
じ
で
、
皆
さ
ん
か
ら
楽
し
く
、

気
楽
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
通
行
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
進
め
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
や
っ
と
歩
き
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
重
ね
て
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

優
勝
お
め
で
と
う
筑
北
ジ
ュ
ニ
ア
！

第
20
回
あ
や
め
シ
テ
ィ
杯
で
Ｖ
！

９
月
13
日（
日
）

13
日
は
雨
天
に
よ
る
順
延
で
、坂
北
小

学
校
は
運
動
会
を
開
催
。本
城
小
・
坂
井

小
の
選
手
は「
い
つ
も
一
緒
に
居
る
仲
間

が
い
な
い
」と
い
う
不
安
の
中
挑
ん
だ
一

試
合
目
、『
松
川
少
年
野
球
愛
好
会
』と

の
対
戦
。「
松
川
」は
、他
大
会
で「
準
優

勝
」、「
決
勝
リ
ー
グ
進
出
」な
ど
活
躍
が

知
ら
れ
る
チ
ー
ム
。
そ
の
相
手
に
、「
自

分
た
ち
が
勝
て
ば
坂
北
の
子
が
必
ず
来

て
く
れ
る
」
と
心
を
一
つ
に
戦
い
抜
き
、

周
り
を「
あ
っ
」と
言
わ
せ
る
逆
転
勝
利
。

こ
の
情
報
が
坂
北
小
学
校
の
選
手
に
も

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

第
二
試
合
、『
朝
日
村
学
童
野
球
ク

ラ
ブ
』（
前
年
度
準
優
勝
）
と
の
対
戦
。

今
年
の
『
東
筑
春
季
大
会
』
で
、
１
点

も
取
る
こ
と
な
く
敗
れ
た
相
手
で
し
た

が
、
途
切
れ
る
こ
と
な
い
集
中
力
を
発

揮
。
攻
撃
・
守
り
共
に
気
迫
の
あ
る
戦

い
を
展
開
。
そ
し
て
、
試
合
結
果
を
待

つ
こ
と
な
く
、（
運
動
会
を
終
え
）
一
人
、

ま
た
一
人
と
現
れ
る
坂
北
の
選
手
た
ち
。

「
ぼ
く
ら
が
や
ら
な
き
ゃ
」
と
、
強
い
気

持
ち
で
挑
む
子
供
た
ち
に
広
が
る
安
堵

の
笑
み
。
ベ
ン
チ
が
に
ぎ
わ
い
、
向
上

す
る
士
気
。
力
強
い
応
援
を
背
に
、
一

第
57
回
長
野
県
公
民
館
大
会

（
安
曇
野
大
会
）開
催

９
月
29
・
30
日
に
安
曇
野
市
で
開
催

さ
れ
た
長
野
県
公
民
館
大
会
に
お
い
て
、

当
村
本
城
公
民
館
の
若
林
真
弓
主
事
が

全
県
か
ら
集
ま
っ
た
公
民
館
関
係
者
を

前
に
分
科
会
で
実
践
発
表
を
行
い
ま
し

た
。発

表
の
テ
ー
マ
は「
高
齢
者
学
級
」で
、

筑
北
村
で
行
わ
れ
て
い
る「
筑
北
シ
ニ
ア

大
学
」
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。特
に
昨
年
度
行
っ
た
合
同
講
座「
歌

声
喫
茶
」の
中
で
参
加
者
が
涙
ぐ
み
な

坂
北
公
民
館
長

退
任
の
あ
い
さ
つ

鬼
熊 

頼
永

こ
の
た
び
10
月
10
日
を
も
ち
ま
し

て
、
坂
北
公
民
館
長
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。

平
成
19
年
10
月
11
日
に
拝
命
致
し
ま

し
て
、
公
民
館
活
動
と
は
な
に
か
、
あ

れ
も
こ
れ
も
、
と
思
い
な
が
ら
何
も
で

き
な
い
ま
ま
、
た
だ
月
日
の
み
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

思
い
出
の
ひ
と
つ
に
、
３
地
域
名
称

の
違
っ
た
高
齢
者
学
級
が
筑
北
シ
ニ
ア

大
学
に
な
り
、
「
歌
声
喫
茶
」
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
親
し
も
う
」
な
ど

の
講
座
に
、
３
地
域
の
大
勢
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
、
歌
っ
た
り
、
楽
し
ん
だ

り
し
て
交
流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ

が
公
民
館
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

２
年
間
で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
何
と
か
務

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

気
に
決
勝
へ
と
こ
ま
を
進
め
ま
し
た
。

決
勝
戦
、『
三
郷
学
童
野
球
ク
ラ
ブ
』

と
の
対
戦
。チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
の
戦

い
は
、中
盤
ま
で
４
年
生
投
手
に
抑
え
込

ま
れ
、逆
に
２
点
の
リ
ー
ド
を
許
す
展
開
。

逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
は
４
回
表
に
訪
れ
、驚

き
の
連
打
で
勝
ち
越
し
、５
回
表
に
も
続

く
連
打
の
嵐
。大
量
リ
ー
ド
で
迎
え
た
最

終
回
。
12
対
３
で
三
郷
を
降
し
、３
年
ぶ

り
の
優
勝
旗
を
手
に
し
た
の
で
し
た
。

『
東
筑
選
手
権
大
会
』（
10
月
３
日
開

催
）で
は
惜
し
く
も
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
で

「
白
樺
ジ
ュ
ニ
ア
」に
優
勝
を
譲
り
ま
し

た
が
、見
事
準
優
勝
を
修
め
た「
筑
北
ジ

ュ
ニ
ア
」。
今
後
も
そ
の
活
躍
か
ら
目
が

離
せ
ま
せ
ん
。

が
ら
感
慨
深
げ
に
歌
を
歌
っ
て
い
た
様

子
な
ど
を
紹
介
す
る
と
、他
市
町
村
の
公

民
館
長
か
ら「
そ
れ
は
す
ご
い
」な
ど
と

驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は

公
民
館
講
座
の
課
題
や
実
情
な
ど
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
他
市
町
村
の
様
々
な

実
情
や
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
筑
北
村
公
民
館
と
し
て
も
、

こ
の
日
話
し
合
っ
た
内
容
を
持
ち
帰
り
、

事
業
運
営
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
体
力
テ
ス
ト
実
施

こ
の
体
力
テ
ス
ト
は
、文
部
科
学
省
で

国
民
の
体
力
・
運
動
能
力
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
に
行
う
調
査
で
す
。筑
北
村
で

は
、
調
査
対
象
者
は
70
歳
か
ら
79
歳
ま

で
の
男
性
６
人
女
性
８
人
を
対
象
に
実

施
し
ま
し
た
。今
回
は
坂
井
地
域
の
皆
さ

ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、握
力
・
上
体

起
し
・
長
座
体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・

10
ｍ
障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行
・
日
常

生
活
活
動
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。総

合
評
価
基
準
Ａ
か
ら
Ｅ
ま
で
の
段
階
で
、

７
割
位
の
人
が
Ｃ
で
し
た
。

今
後
、
他
の
地
域
で
も
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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さ

か

い

さ

か

い

坂
井
地
域
体
育
祭

10
月
12
日
の
体
育
の
日
、
坂
井
小
学

校
校
庭
に
お
い
て
坂
井
地
域
の
体
育
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
台
風
も
過
ぎ
去
り
、
こ

の
日
は
好
天
の
下
で
13
種
目
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
秋
の
農
繁
期
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
集
ま
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
も

グ
ラ
ウ
ン
ド
中
を
所
狭
し
と
駆
け
回

り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
よ
う
で

し
た
。

坂
井
地
域

分
館
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
月
13
日
（
日
）
に
は
、
恒
例
の
坂

井
地
域
分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
6
チ
ー

ム
の
参
加
が
あ
り
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

決
勝
戦
は
永
井
中
村
チ
ー
ム
と
中
安

坂
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
、打
線
が
爆
発

し
た
永
井
中
村
チ
ー
ム
が
14

－

3
で
勝

利
、見
事
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

か
ら
こ
そ
で
す
。
ク
ラ
ス
が
一
丸
と
な
っ

た
ス
テ
ー
ジ
発
表
。
全
校
が
一
つ
に
な
っ

た
運
動
会
と
よ
さ
こ
い
。
世
界
一
の
歌
に

な
っ
た
音
楽
会
。
ど
れ
も
そ
の
瞬
間
瞬
間

が
心
に
刻
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
言
葉
で

は
表
せ
な
い
感
動
と
感
謝
。
本
当
に
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

筑
中
ソ
ー
ラ
ン

3
年

的 

本

幸 

基

僕
達
、
筑
北
中
学
校
生
徒
は
自
分
達
に

足
り
な
い
躍
動
感
を
出
そ
う
と
い
う
こ
と

で
、
今
年
行
わ
れ
た
第
52
回
筑
北
祭
の
無

形
全
校
制
作
と
し
て
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
を
演
舞
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

自
分
自
身
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
は
初

め
て
だ
っ
た
の
で
本
当
に
全
校
の
先
頭
に

宇
宙
一
の
筑
北
祭

3
年

吉 

池

夏 

樹

10
月
2
・
3
日
。
第
52
回
筑
北
祭
が
開
か

れ
ま
し
た
。
開
か
れ
る
ま
で
に
は
、
た
く
さ

ん
の
苦
し
み
や
辛
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
筑

北
祭
実
行
委
員
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、
正
直
、
ま
ず
何
を
し
た

ら
い
い
の
か
戸
惑
い
ば
か
り
で
し
た
。
し

か
し
、
そ
こ
で
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ
た

の
が
「
仲
間
」
で
し
た
。
そ
の
仲
間
が
い
た

か
ら
こ
そ
、
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き

た
筑
北
祭
。
絆
と
い
う
も
の
に
と
て
も
感

激
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
持
っ
て
い
る
精

一
杯
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
し
ぼ
り
出
し
、
そ

し
て
大
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
実
行
委
員
だ
け
で
な
く
、
全
校

１
４
４
人
の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
が
あ
っ
た

坂
井
小
学
校
運
動
会

やっ
た
ぜ
！ 

全
員
ピ
ラ
ミッ
ド

9
月
19
日
。
今
年
も
坂
井
小
運
動
会

が
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
注
目

さ
れ
る
種
目
の
高
学
年
組
体
操
。
数
年

来
温
め
て
き
た
と
い
う
全
員
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
今
回
初
め
て
成
功
さ
せ
、
応
援
に

来
て
い
た
保
護
者
も
感
動
し
て
涙
ぐ
む

場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。「
水
泳

後
の
わ
ず
か
3
週
間
で
よ
く
こ
こ
ま
で

仕
上
げ
た
。
先
生
に
感
謝
し
た
い
」「
少

人
数
だ
か
ら
こ
そ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

活
躍
が
光
っ
た
運
動
会
だ
っ
た
」「
6

年
生
が
手
順
良
く
堂
々
と
動
い
て
い
て

中
学
生
に
な
る
日
が
近
い
こ
と
を
感
じ

さ
せ
た
」
等
賞
賛
の
声
が
沢
山
集
ま
り

ま
し
た
。

立
っ
て
教
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、

か
な
り
不
安
で
し
た
。

な
の
で
、
夏
休
み
の
有
志
練
習
で
は
、
毎

日
参
加
し
て
必
死
で
演
舞
を
覚
え
ま
し
た
。

な
ん
と
か
演
舞
は
覚
え
ま
し
た
が
、
人
に

教
え
る
と
い
う
こ
と
が
苦
手
な
の
で
ま
た

不
安
で
し
た
。
で
す
が
、
係
長
と
協
力
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
日
に
日
に
不
安

な
気
持
ち
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

全
校
で
の
練
習
は
7
月
上
旬
頃
か
ら
始

め
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
恥
ず
か
し
さ
が

あ
り
、
力
強
く
お
も
い
っ
き
り
や
っ
て
く

れ
る
人
が
少
し
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
第
に
は
ず
か
し
さ
が
楽
し
さ
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
の
か
、
堂
々
と
演
舞
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
中

で
し
た
が
、
練
習
の
成
果
が
出
せ
た
最
高

の
筑
中
ソ
ー
ラ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

4
年

萬 

井

樹

運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
練
習

の
よ
う
だ
け
ど
本
番
な
ん
だ
よ
な
・
・
等

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
白
は
練
習
の
時
負

け
て
い
た
種
目
は
ほ
と
ん
ど
勝
ち
ま
し
た
。

な
ん
か
1
日
が
過
ぎ
る
の
が
早
か
っ
た
で

す
。
お
母
さ
ん
に
「
集
中
し
て
い
た
か
ら
じ

ゃ
な
い
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
楽
し
か
っ

た
の
は
騎
馬
戦
で
す
。
3
回
と
も
生
き
残

っ
た
か
ら
で
す
。
組
体
操
は
1
回
失
敗
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
最
後
ま
で
頑
張
っ
て

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
総
合
得
点

は
引
き
分
け
で
し
た
。
な
ん
か
ぼ
く
は
物

足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
り
の
秋
！ 

坂
井
児
童
館

さ
つ
ま
い
も
掘
り

10
月
17
日
（
土
）、
坂
井
児
童
館
で
は

恒
例
の
さ
つ
ま
い
も
掘
り
を
楡
窪
の
市

川
正
さ
ん
宅
の
畑
で
行
い
ま
し
た
。
児

童
ら
約
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ
つ

ま
い
も
の
つ
る
を
取
り
、
マ
ル
チ
を
取

り
、
い
も
掘
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た

が
、
土
が
固
か
っ
た
せ
い
か
、
子
ど
も

の
ス
コ
ッ
プ
で
な
か
な
か
掘
れ
ま
せ

ん
。
大
き
な
シ
ャ
ベ
ル
で
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
達
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
で
は
見
た
こ
と
も
な
い
大
き

な
大
き
な
い
も
が
と
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
と
っ
て
も
長

い
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
掘
る
の
が

大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
（
玉
井

希
和
さ
ん
）」「
む
ず
か
し
か
っ
た
（
雑

賀
美
咲
子
さ
ん
）」「
大
き
い
い
も
が
と

れ
て
良
か
っ
た
で
す
（
宮
坂
宗
依
さ

ん
）」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

筑
北
中
学
校「
筑
北
祭
」

10
月
2
〜
3
日
、
筑
北
中

学
校
で
は
第
52
回
筑
北
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
筑
北
祭
開
催
に
あ
た
っ
て

活
躍
し
た
2
人
の
生
徒
に
筑

北
祭
に
つ
い
て
の
感
想
を
聞

い
て
み
ま
し
た
。

サンサン体操で
準備運動！

狙いを定めて…
ソレッ！

食欲（？）の秋

スポーツの秋ポ ツの秋
inさかい

芸術の秋
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さ

か

き

た

『
聖
南
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
』

は
、「
聖
南
中
学
校
の
部
活
動
で
も
あ

る
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
早
い
う
ち
か
ら
親
し

め
な
い
か
」、「
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
を
広
げ
よ
う
」
と
言
う
思
い
で
、

５
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
指

導
は
矢
口
さ
ん
（
矢
口
金
物
店
さ
ん
・

本
城
）
を
中
心
に
、
バ
ス
ケ
経
験
者
の

保
護
者
・
ク
ラ
ブ
О
Ｂ
が
当
た
ら
れ
て

い
ま
す
。
登
録
人
数
は
坂
北
３
名
、
本

城
15
名
の
計
18
名
。
第
２
・
第
４
土
曜

日
の
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で

坂
北
小
学
校
体
育
館
を
お
借
り
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

練
習
内
容
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
走
り

こ
み
、
パ
ス
回
し
、
シ
ュ
ー
ト
な
ど
の

基
本
的
な
も
の
。
そ
れ
を
見
守
る
保
護

者
は
声
を
か
け
、
時
に
は
練
習
自
体
に

参
加
し
な
が
ら
、
始
終
楽
し
そ
う
に
行

っ
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い

る
の
は
、
練
習
最
後
、
２
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
る
試
合
で
す
。
ジ
ュ
ニ

ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
試
合
は
、
５
分
４
セ

ッ
ト
行
い
ま
す
が
、
時
間
に
よ
っ
て
４

金
管
バ
ン
ド

の
華
や
か
な
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で

運
動
会
は
開
会
。

ま
ず
は
、
短
距

離
走
で
紅
白
を

競
い
ま
す
。

「
大
玉
送
り
」

で
は
、
白
組
が

心
一
つ
に
が
ん

ば
り
、第
１
・
２

戦
と
も
勝
利
。そ
し
て
運
動
会
名
物
、「
決

戦
！ 

風
林
火
山
」(

騎
馬
戦
）で
は
、練

習
で
は
負
け
て
い
た
と
言
う
白
組
が
こ

こ
一
番
の
力
を
発
揮
。１
回
戦
目
の
団
体

戦
で
は
、赤
の
帽
子
を
全
部
取
る
快
挙
。

続
く
２
回
戦
目

で
も
息
を
呑
む

よ
う
な
攻
防
を

見
せ
、
白
組
が

勝
利
を
収
め
ま

し
た
。

前
半
最
後
の

種
目「
綱
引
き
」

で
は
、
負
け
て

い
た
赤
組
が
底

力
を
見
せ
つ
け
、

１
回
戦
２
回
戦
目
と
も
力
で
白
組
を
ね

じ
伏
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昼
食
休
憩
の
後
で
、
じ
り
じ
り
と
赤

組
が
白
組
に
追
い
つ
き
ま
す
。「
玉
い
れ
」、

「
リ
レ
ー
」
を
終
え
、
全
校
児
童
の
前
で

得
点
が
発
表
さ
れ
る
と
、
赤
組
が
沸
き

立
ち
ま
す
。な
ん
と
、逆
転
勝
利
。

そ
し
て
、校
長
先
生
か
ら
は
、子
供
た

ち
に
約
束
を
し
て
い
た
と
言
う
、ト
ロ
フ

ィ
ー
が「
赤
組
」、「
白
組
」
共
に
送
ら
れ

ま
し
た
。

今
年
の
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
光

る
あ
せ
、か
が
や
く
ひ
と
み
、
心
一
つ
に

が
ん
ば
ろ
う
」で
し
た
。そ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
ど
お
り
、秋
の
暑
い
日
差
し
の
下
、子

供
も
大
人
も
汗
を
輝
か
せ
な
が
ら
楽
し

み
ま
し
た
。

今
年
の
運
動
会
は
、さ
く
ら
組
11
名
、

た
ん
ぽ
ぽ
組
15
名
、す
み
れ
組
８
名
、ひ

よ
こ
組
９
名
の
43
名
の
園
児
が
、元
気
に

走
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

綱
引
き
で
は
、３
歳
児
以
上
の
園
児
が

「
金
太
郎
チ
ー
ム
」、「
お
す
も
う
チ
ー
ム
」

に
分
か
れ
て
の
力
自
慢
。
開
始
す
る
前

の
気
合
の
か
け
声
で
は
、ど
ち
ら
も
力
に

あ
ふ
れ
、
や
る

気
満
々
。
勝
敗

は
、
ど
ち
ら
が

勝
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
く
ら

い
の
好
勝
負
で
、

１
対
１
の
引
き

分
け
に
終
わ
り

ま
し
た
。「
集
ま

れ
！
ち
び
っ
こ

ヒ
ー
ロ
ー
」
で

は
、
ち
び
っ
子

ヒ
ー
ロ
ー
に
扮
し
た
園
児
と
そ
の
保
護

者
が
、
様
々
な
障
害
を
乗
り
越
え
て
見

事
ゴ
ー
ル
。
か

わ
い
い
ち
び
っ

こ
ヒ
ー
ロ
ー
の

姿
に
、
思
わ
ず

目
を
細
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。

雲
の
切
れ
間

か
ら
太
陽
が
の

ぞ
く
暑
い
１
日

で
し
た
が
、
お

み
や
げ
を
片
手

に
笑
う
園
児
達

は
、
も
う
一
勝

負
で
き
そ
う
な

く
ら
い
に
、
元

気
一
杯
で
し
た
。

セ
ッ
ト
で
き
な
い
時
も
あ
る
と
の
こ
と
。

「
ほ
ら
、
し
っ
か
り
練
習
し
な
い
と
試

合
の
時
間
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
よ
」
と

保
護
者
が
声
を
か
け
る
と
、
途
端
に
動

き
が
よ
く
な
る
ク
ラ
ブ
員
。
そ
の
試
合

の
「
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
楽
し
い
の
？
」

の
問
い
に
、「
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
っ
た

と
き
が
う
れ
し
い
」
と
、
走
り
こ
み
練

習
も
息
を
弾
ま
せ
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

代
表
・
北
澤
由
美
子
さ
ん(

本
城)

は
、

「
登
録
は
随
時
募
集
中
で
す
。
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
は
小
学
１
年
生
か
ら
登
録
で

き
ま
す
。
多
く
の
子
ど
も
の
参
加
を
待

っ
て
い
ま
す
」
と
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

が
幅
広
く
浸
透
し
、
活
気
あ
る
ク
ラ
ブ

活
動
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
し
た
。

午
前
７
時
、
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

村
内
へ
体
育
祭
の
お
知
ら
せ
が
高
ら
か

に
鳴
り
響
く
。
今
年
も
恒
例
の
体
育
祭

が
空
い
っ
ぱ
い
の
青
空
の
下
、
天
高
く

馬
肥
ゆ
る
秋
の
ご
と
く
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
分
館
ご
と
に
並
ん
で
開
会
式
。

準
備
運
動
の
「
サ
ン
サ
ン
体
操
」
で
体

を
柔
軟
に
し
て
、
最
初
の
競
技
は
ラ
ッ

キ
ー
ロ
ー
プ
。
３
種
類
の
箱
よ
り
選
ん

で
引
い
て
き
た
テ
ー
プ
の
長
さ
を
競
い

ま
す
。
思
っ
た
よ
り
短
く
て
が
っ
か
り

し
た
り
、
長
い
テ
ー
プ
を
な
び
か
せ
な

が
ら
自
慢
げ
に
戻
る
選
手
。
次
は
小
学

生
に
よ
る
パ
ン
食
い
競
争
。
竹
ざ
お
に

釣
り
下
が
っ
た
パ
ン
め
が
け
て
一
斉
に

飛
び
出
し
口
に
く
わ
え
た
パ
ン
を
落
と

さ
ず
ゴ
ー
ル
。
元
気
い
っ
ぱ
い
走
る
子

ど
も
達
。最
後
に
は
大
き
な
子
ど
も（
大

人
）
が
パ
ン
に
が
ぶ
り
つ
き
思
い
切
り

走
っ
て
一
緒
に
仲
良
く
ゴ
ー
ル
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
保
育

園
児
に
よ
る
親
子
ダ
ン
ス
や
小
学
生
の

ダ
ン
ス
が
体
育
祭
に
華
を
添
え
て
く

れ
ま
し
た
。
小
学
生
の
か
り
も
の
競
争
、

人
さ
が
し
で
は
「
自
転
車
を
押
し
て
走

る
」「
本
部
で
一
番
綺
麗
な
人
」
な
ど
の

カ
ー
ド
を
手
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
ま

わ
り
ま
し
た
。
紅
白
の
ボ
ー
ル
が
青
空

に
舞
う
玉
入
れ
は
篭
か
ら
あ
ふ
れ
そ
う

に
な
る
分
館
も
あ
り
、
数
を
数
え
る
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
が
あ
り
、
拍

手
や
笑
い
声
が
各
分
館
の
応
援
席
か
ら

聞
こ
え
て
き
て
、
半
日
の
体
育
祭
で
し

た
が
、
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
21
年
度

坂
北
地
域

体
育
祭
10
月
12
日（
月
）

平
成
21
年
度

坂
北
小
学
校

運
動
会
９
月
13
日（
日
）

平
成
21
年
度

坂
北
保
育
園

運
動
会
９
月
26
日（
土
）

聖
南
ミニバス
ケッ
ト
ク
ラ
ブ

活
動
紹
介

コ
ラ
ム

先
日
、
た
ま
た
ま
小
用
で
出
か

け
た
先
で
時
間
調
節
の
た
め
近

く
の
動
物
園
に
入
り
ま
し
た
。
10

年
ぶ
り
位
に
入
っ
た
動
物
園
に

は
、
ウ
サ
ギ
な
ど
の
小
動
物
の
他

に
、
熊
な
ど
の
大
型
動
物
も
多
く

飼
育
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
ベ
ン
ガ
ル
ト
ラ
を
見
た
時
で

す
〝
こ
ん
な
小
さ
な
檻
に
入
れ
ら

れ
て
か
わ
い
そ
う
。
き
っ
と
草
原

を
走
り
ま
わ
り
た
い
だ
ろ
う
に
。〞

と
瞬
間
に
思
っ
た
自
分
が
い
ま
し

た
。
以
前
子
供
を
連
れ
て
来
た
と

き
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で

し
た
。
目
的
が
動
物
を
見
る
目
的

で
来
た
の
な
ら
ば
き
っ
と
〝
大
き

く
て
ス
ゴ
イ
。〞
な
ど
と
感
じ
た

の
だ
ろ
う
か
？
自
分
の
感
性
が
変

わ
っ
た
の
か
？
な
ど
と
帰
り
の
車

内
で
考
え
ま
し
た
。

そ
の
時
の
心
理
や
感
性
で
同
じ

も
の
も
違
っ
て
見
え
る
と
い
う
の

を
実
感
し
た
日
で
し
た
。

ま
た
10
年
後
動
物
園
を
訪
れ
た

時
、
自
分
は
何
と
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。

 

Ｓ
Ｋ
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ほ
ん
じ
ょ
う

き
さ
さ
げ
祭
を
終
え
て

本
城
地
域分館

対
抗
球
技
大
会

う
ん
ど
う
か
い

本
城
保
育
園

本
城
小
学
校

運
動
会

聖
南
中
学
校

野
菜
料
理
コ
ン
テ
ス
ト県大

会
出
場

９
月
13
日
（
日
）、
毎
年
恒
例
の
分
館

対
抗
球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
勝
負
を
こ
だ
わ
り
な
が
ら
も

親
睦
を
深
め
あ
っ
た
一
日
で
し
た
。

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
試
合
結
果

〇
優
勝

聖
南
町

〇
２
位

西
条

☆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
リ
ー

〇
優
勝

東
条
１

〇
２
位

乱
橋

☆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

40
歳
以
上

〇
優
勝

乱
橋

〇
２
位

丸
山
町

第
48
回
き
さ
さ
げ
祭
は
、『
挑
〜
伝
え

ろ
君
の
想
い
〜
』を
テ
ー
マ
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。今
年
は
こ
の
テ
ー
マ
の
よ
う

に「
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
自
分
の
想

い
や
願
い
を
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
意
味

を
込
め
て
、全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て

進
め
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
準
備
の
段
階
か
ら
全
校
で

協
力
し
て
数
々
の
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
う
よ
う
に
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。こ

の
こ
と
が
、テ
ー
マ
に
迫
る
第
一
歩
と
考

え
た
か
ら
で
す
。そ
の
こ
と
を
全
校
生
徒

が
理
解
し
て
、正
に『
挑
ん
で
』き
た
結
果
、

当
日
は
一
つ
一
つ
の
発
表
が
聴
き
手
を
意

識
し
た
素
晴
ら
し
い
も
の
に
つ
な
が
っ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

10
月
17
日
（
土
）
長
野
調
理
製
菓
専

門
学
校
で
長
野
県
栄
養
士
会
に
よ
る

「
長
野
の
野
菜
は
お
い
し
い
よ
コ
ン
テ

館
報
24
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
運
動
会
・
新
人
戦
・

交
流
試
合
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
選
手

の
頑
張
る
姿
を

見
ま
し
た
。
一

生
懸
命
な
姿
に

感
動
し
ま
し

た
。 

Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

ス
ト
」
の
県
大
会
が
行
わ
れ
、
聖
南
中

学
校
か
ら
２
人
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

筑
北
村
が
誇
る
西
条
白
菜
を
「
具
材

た
っ
ぷ
り
、白
菜
の
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
風
」

と
題
し
、
調
理
し
ま
し
た
。
味
は
も
ち

ろ
ん
盛
り
つ
け
も
審
査
対
象
と
い
う
本

格
的
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
し
た
が
、
優
秀

賞
（
２
位
）
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
へ
向
け
て
の
努

力
が
実
っ
た
の
と
同
時
に
、
西
条
白
菜

を
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

９
月
26
日
「
げ
ん
き
っ
き
た
い
そ
う
」

で
始
ま
っ
た
運
動
会
。
未
満
児
の
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
」
や
親
子

で
踊
る
「
や
さ
い
音
頭
」
な
ど
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
19
日
「
心
ひ
と
つ
に
ベ
ス
ト
を

つ
く
せ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
き

さ
さ
げ
祭

を
終
え
て
、

実
践
す
る

の
に
難
し

い
テ
ー
マ

で
は
あ
っ

た
と
思
う

の
で
す
が
、

全
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
想
い
を
様
々
な

形
で
伝
え
合
っ
た
二
日
間
に
な
っ
た
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、更
な
る

高
み
を
目
指
し
て
生
徒
会
活
動
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
年

清
沢

拓
真

（
文
化
祭
実
行
委
員
長
）

東条 1チーム

聖南町チーム

「やさい音頭」園児・親「つなひき」どっちが勝った？
本城ソーラン 1・2・3年生組体操「本城の輝き」4・5・6年生

編

集

後

記

ムズカシイナァ～。

ボールよ…
入って～！

イチ・ニ！
イチ・ニ！ はやいぞ！

おかし
とれたかな？

本城地域
体育祭

3031


